
１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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 編集後記

　自民党の税制調査会が、森林整備に活用する財源としての森林環境税を2018年度の税制改正

で導入する方針を固め、税額と導入時期についての調整を進めている状況が明らかになった。

11月末現在で報道されている案は、一人当たり年間1000円を市町村の個人住民税に上乗せして

徴収し、国が市町村に配分するという内容で、導入時期は2019年ないし2024年で調整が進ん

でいるようだ。

　神奈川では、県が2007年から「水源環境保全税」、横浜市が2009年から「横浜みどり税」の

名称で、住民税に上乗せする形の超過課税を独自に実施してきており、全国でも高知県をはじ

め36府県（神奈川県以外）が森林保全などを目的とした税を導入している。これら先行する自

治体の税制については、国の森林環境税導入に際しての「すみ分け」が検討されているようだが、

そもそも自治体が徴収した個人住民税を国が配分するという制度自体が、地方分権に逆行する

設計である。森林環境税の導入については、神奈川の地から自主課税権をめぐる問題として提

起していく必要がありそうだ。
 

（谷本有美子）

巻頭言
　安倍首相は９月２８日に開会した臨時国会冒頭で、野党が審議を求めた「森友・加計

問題」には一切触れることなく、２０１９年１０月に予定される消費税率を引き上げに伴

う「教育無償化」の導入を突如打ち出し、北朝鮮問題への対処に乗じて憲法改正につ

いても「国民に問いたい」として衆議院を解散しました。まさに、「大義なき」衆議院

の解散が強行され、選挙戦がスタートしました。

　さらに公示日までの極めて短期間で、希望の党の立ち上げ、民進党と希望の党との

合流が続いたところに、小池代表による排除の論法が示されて希望の党は失速。他方

で、リベラル派の受け皿としての立憲民主党が誕生し、有権者にとっては大変わかり

づらい選挙戦となりました。

　私たち自治労神奈川県本部は、“連合推薦・支持候補の勝利に向け頑張っていく”、“比

例区では「立憲民主党」ていく”との考え方に沿って対応をしてきました。今回の衆

議院議員選挙は、多数の民意を一切無視した「安倍一強政治」から民主主義を取り戻し、

何としても改憲勢力の３分の２の議席確保を阻止するという大きな意味を持った選挙

である、と位置づけて取り組んできましたが、立憲民主党の躍進はあったものの、結

果を見れば自民党の大勝で終わりました。

　この総選挙で、憲法改正発議に必要な３分の２以上の議席を安倍政権が確保したこ

とから、これまで以上に憲法改正の問題が現実味を帯びてきました。自民党の一強体

制の継続とともに強力な政治基盤も確立されたことで、憲法審査会でも憲法改正の議

論が具体的に進められようとしています。

　専守防衛の理念のもとで自衛隊に課してきた活動範囲の制約を、国際情勢の変化を

理由にこじつけて全世界へと拡大し、日本を戦争のできる国にすることは断じて許し

てはいけません。神奈川県は沖縄県に次ぐ第２の基地県です。あらゆる戦争に反対し、

日本を戦争に加担させないためにも原子力空母の横須賀基地配備、キャンプ座間の基

地強化、オスプレイの配備などの米軍の機能強化策に反対し、相模総合補給廠の返還

や厚木基地爆音訴訟の勝利をめざすのみならず、全国の関係団体とも連携して、沖縄

における基地の縮小・国外移設・撤去にむけた運動にも取り組んで行く事が必要です。

　また、いまだ事態の収束に先の見えない取り組みが続く福島第一原子力発電所の事

故を教訓に、原発の再稼働に反対し、再生可能エネルギー政策への転換を訴えるなど、

脱原発社会の実現にむけた運動の継続も求められます。

　平和で安心して暮らせる社会を実現し、次世代の子どもや孫たちに安心して引き継

いでいくため、それら山積する政治課題は「待ったなし！」で解決しなければなりま

せん。私たちは、まさに正念場を迎えているのです。

待
っ
た
な
し
！ 

山
積
す
る
政
治
課
題

巻頭言

蓼
沼 

宏
幸

自
治
労
神
奈
川
県
本
部
中
央
執
行
委
員
長

神
奈
川
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
）

（  



定数や区割りが変わる 都道府県

〇県内の選挙区が１減となる６県

 青森４→３ 岩手４→３ 三重５→４ 奈良４→３ 

熊本５→４ 鹿児島５→４

〇選挙区の線引きだけが変わる１３都道府県

 北海道 宮城 福島 埼玉 東京 千葉 神奈川 

愛知 大阪 兵庫 愛媛 福岡 長崎

比例区も４ブロックで定数１減

 東北 →  北関東 →  近畿 →      

九州 →

第 回衆議院総選挙は 月 日に投開

票され、自民、公明両党で定数の「３分の

２」（ 議席）を超える 議席を獲得

し、与党が大勝した。自民党は単独でも、国

会運営を有利に進められる「絶対安定多数」

（ 議席）を確保できる 議席（追加

公認 名を含む）を獲得し、公示前勢力と

同数となったが、公明党は公示前議席を

減らし 議席にとどまった。

今回の総選挙は、「一票の格差」是正など

で定数が 削減（小選挙区 、比例区 ）

され定数が 議席となった（別掲）。そ

のなかで自民党の議席占有率は公示前から

ポイント上回って ％となり、安倍晋

三首相は続投し、これまでの約 年からさ

らに長期政権に向かって進むことになった。

一方野党は、突然の「不意打ち解散」によ

り大きな動揺をきたし、小池百合子東京都知

事が代表となる希望の党の結成にはじまり、

そこへの合流をめぐって民進党が分裂し、枝

野幸男元官房長官による立憲民主党の結成な

ど前例のない混乱した事態となった。自民一

強に対抗するための野党結集がはかれず、野

党分裂で自民が漁夫の利を得ることになった。

その中にあって、野党第１党になったのは

立憲民主党で、公示前の 議席から 議

席（追加公認 名を含む）へと大きく伸ば   

した。菅直人元首相ら、もともと民進党公認

予定だった前職 名の全員が当選した。

ただし、野党第１党としては現在の小選挙

区制導入後、過去最低の当選者数にとどまっ

ている。

希望の党は、結成直後は大きな旋風を巻き

起こすものと予想されたが、民進党からの合

流者を「排除する」とした代表発言以降に失

速し、公示前議席の 議席から後退して

議席にとどまった。代表の小池東京都知事は

「完敗」と総括した。野党共闘をすすめた共

産党も 議席から 議席に減少し、日本

維新の会も 議席から 議席に減らした。

社民党は２議席を維持した。

民進党の分裂により、希望にも立憲民主に

も行かなかった民進出身者は無所属で立候補

し、前職 名のうち 名が当選した。自

2017 総選挙の結果をよむ 
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民党の公認をめぐって小選挙区で対立し、無

所属で い合った３選挙区では、当選者が自

民に追加公認された。この に、自 党出身

から前職 名、民進 の新人 名、自民

を れた現職 名がそれ れ無所属で当選

し、無所属当選者は 名と、政党中 の現

行選挙制 になって以 、最大の当選数とな

った。

 

  

 

 

 

 

（ ）自 公  

 政党の議席獲得数は、 表１の りであ

る。自民党は、小選挙区で公明党との選挙

力を行う選挙区を除いて 277 人の立候補者を

立し、215 人（前回 222）を当選さ た。

定数是正が行われ、小選挙区が 289 議席と 6

減した中での 215 議席の獲得は、議席数の約

４分の３（74％）を獲得したことになる。そ

して重 立候補を含めて 313 人を 立

した比例区では 176 議席と定数が 4 議

席減少した中で 66 議席（前回 68）を

獲得した。合わ ると公示前の 284 議

席から３議席減となったが、公認の

いから無所属で出 して当選した 3 名

を追加公認したことから 284（前回

290）議席となり、 現 維持を

たした。 

 に、小選挙区では得票数は約 103 票

（追加公認分を除く） 加さ 、得票率は前

回の 48.1%から 47.8%にわずかに減り、定数

６減のなかでも議席を４減にとどめ 218 議席

は占有率では 1.4％の 加の 75.4％となっ

た。小選挙区制の である得票率と議席獲

得率が大きく している を ることが

できる。（ 表 2 ） 

小選挙区での勝利の もあって、比例区

では得票を約 86 票 やして 1,853 票、

得票率で 35.0％を獲得し、定数４減の中で比 

図表 1 第48回　衆議院総選挙　立候補者数
総定数 小選挙区 公示前

465 計 女性 定数289 計 単独 重複 前 元 新 勢力

自　　民 332 25 277 313 55 258 275 13 44 284
希　　望 235 47 198 234 37 197 57 54 124 57
公　　明 53 5 9 44 44 0 33 0 20 34
共　　産 243 58 206 65 37 28 21 0 222 21

立憲民主 78 19 63 77 15 62 15 21 42 15
維　　新 52 4 47 52 5 47 14 8 30 14
社　　民 21 4 19 21 2 19 2 1 18 2
こ こ ろ 2 1 0 2 2 0 0 0 2 0
諸　　派 91 31 44 47 47 0 0 1 90 0
無所属 73 15 73 33 2 38 38

計 1,180 209 936 855 244 611 450 100 630 465
定数10減（小選挙区6、比例区4）。
公示前勢力は、解散後の党派異動を含む全議員数（欠員3、民進の不出馬7人を除く）

比例代表　定数176立候補者

第４８回衆院選　当選者数

党派名

定数465 計
内

女性
前 元 新 計 女性 前 元 新 計 女性

復活
当選

計 女性 議席 女性

自　民 332 25 284 22 208 1 9 218 14 52 4 10 66 8 44 284 22 0 0

  立　憲　 78 19 55 12 13 2 3 18 5 3 14 20 37 7 28 15 3 40 9

希　望 235 47 50 2 14 3 1 18 1 17 7 8 32 1 29 57 2 -7 0

公　明 53 5 29 4 8 0 0 8 0 19 0 2 21 4 0 34 3 -5 1

共　産 243 58 12 3 1 0 0 1 0 11 0 0 11 3 4 21 6 -9 -3

維　新 52 4 11 1 3 0 0 3 0 5 1 2 8 1 8 14 -3 1

社　民 21 4 2 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 2 0 0

こころ 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

諸　派 91 31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無所属 73 15 22 3 21 0 1 22 3 38 7 -16 -4

1,180 209 465 47 269 6 14 289 23 108 26 42 176 24 114 465 43 0 4
＊当選者には追加公認を含む＜自民３（内女性１）、立憲１＞。朝日新聞10.24・総務省「衆議院議員総選挙結果調」参照

*公示前議席は欠員３、不出馬７（民進）を除く。

2017.10.10公示　10.22投票

立候補者数
当選
者数

女性
小選挙区（定数289） 比例代表（定数176） 公示前議席 公示前比較
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例での議席は 66 議席、議席獲得率で 37.5％

となり、公示前議席より 2 減にとどめてい

た。比例での得票率と議席獲得率に大きな

は じていない。 

小選挙区で自民が独占した県は、青森

川 福

奈良 島 岡 島 福岡

大分 宮崎 熊本の 県にもの り、

年以 の多さとなった。

自民党と選挙 力を行った公明党は、小選

挙区で立候補さ た 人（前回 ）の全員当

選を したが、神奈川で 議席を失い

議席となり３回 続の全員当選は た なか

った。議席を得たのは、北海道 東京で

議席ず 、大阪 、兵庫 議席である。比例

区では小選挙区と重 立候補をさ ずに

人の候補者を 立したが 人（前回 ）が

当選となった。合わ て公示前より５議席減

少し 議席にとどまった。

投票率がやや 加した中にあって、比例区

の得票を約 票減少さ 票となり、

に比例の議席減少に結 いていた。公明

が議席で 議席を割ったのは 年の民

主党政権成立の選挙の 議席以 であり、

比例代表で 票を割ったのは 年以

降 めてである。

 自民 公明の両党で衆院議席の３分の２

（310）を上回る 313 議席（前回 325）とな

ったことにより、現在、 議院では自民

123 公明 25 名の 134 名で過 数を占めてい
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図表３ 民進の結果は 日新聞（17.10.24）を に 者

民進公認 定者 立候補者 所属 当選者 当選

229 133 45 34

90 53 31
46 32 7
86 48 7

立候補者数 58 41 71

前 16 16
元 13 11
新人 29 14

31 19 61

21 18
1 0
9 1

222 　計 105 47

90 65

立憲民主の前 は追加公認１名を含む

無所属

希望民進

立憲民主

るが、 に が 議院で されても、衆

議院で３分の２の 別多数の議 で の成

立が になる議席を引き続き得たことにな

る。得票 得票率は 表２を されたい。 

 与党の 313 議席は、前回の 325 議席よ

り 12 議席減少したが、定数が 10 削減さ

れたことにより、議席占有率は 67.3％と

なり、前回の 68.4％より 1.1％の減少に

とどまり、前 回と前回に続いて 代 3

となる い占有率となった。 

 

（ ）  

民進党が希望の党への合流をめぐって、

小池 の「希望の党」、枝野 の「立憲

民主党」、そして無所属に三分裂した

過に いては で するが、三分裂

による前職の動向と、党 別立候補と当

の を して きたい。

民進党の公認を予定されていたのは

名で、そのうち 名が引退または不

出 を めていた。公示日に立候補したのは、

希望から 名、立憲民主から 名、無所

属で 名となっていた。そのうち、解散

の議員数は、それまでに 党した議員を除く

と 名となって り、公示日に立候補した

のは、希望から 名、立憲民主から 名、

無所属で 名であった。

選挙結 は、希望が 名（うち前職

名）、立憲民主が 名（前職 名、追加

公認 を含む）、無所属 名（前職

名）が当選した。民進公認予定者で立候補し

た 名のうち合わ ると 名が当選し

たことになり、前職 名の立候補者のうち

名が当選したことになる。前回 年

に民主公認での当選者は 名で、前職は

名であったことからすると、 なことに分

裂したものの今回の当選者は総数と前職とも

に えたことになる。（以上 表３ ）

また、比例での得票を ると、立憲民主が

約 票、希望が約 票で、合わ

ると 票となり 年の民主の得

票 票の 倍となるという、議席と合

わ て めて な結 となっていた。

 

（ ）  

立憲民主党

党 別に ると、立憲民主が小選挙区

名、比例単独 名、合わ て 名を立候

補さ た。選挙結 は、公示前議席 を３

倍以上 加さ 議席を獲得した。小選挙

区で 名（開票 の当選は 。北海道

区から無所属で当選した を追加公

認した）、比例代表で 名の当選者となり、

野党第 党となった。 に、前職 名が全

員当選したことと、比例での得票が

票となり、前回民主の 票を大きく上

回ったことが され、東京 区の海

など 、 年の総選挙で 選して

いた元議員が 名も り いている。

また、結党後 あまりで公示となっ

たことから、小選挙区での 立が に合わな

かった東北、北関東などでは比例単独の候補

を 立し、 名の当選を得ている。そして立
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候補者 人のうちに新人が 人と多かっ

たことと、小選挙区で北海道と神奈川で新人

名が当選し、比例での大 得票もあって九

州を除く ブロックからの新人 名を合わ

、新人の当選者は 名に上っていた。

一方、東海ブロックでは 議席獲得でき

る得票を得ていたが、比例代表名 に 名

を していたものの 名が小選挙区で当

選したため、名 に 名しか らず、議席

を得る権利を して、自民に１議席 す

ることになるという ン が起きてしま

った。

希望の党

希望の党は、「政権選 の選挙」を し

て 名を 立したものの、公示前に 議

席であったが 議席減らして 議席にとど

まった。小選挙区では 名と立憲よりも上

回ったものの、比例での得票が伸 ず約

票で立憲民主に ばず、 年の民主の得

票と だ得票にとどまって立憲の議席

を 回り、前職の当選者は 名であった。

当選者の内 を ると、 月 日の結党

の 者会 に だ 名の現職のうち

名が当選したが、小池都知事の 近といわれ

た 勝 （東京 区）が 選するなど前

職が を強いられていた。民進から合流し

た立候補者は 名であったが、当選者は

名であり、その多くが東京 以 の

からの当選者である。民進以 の自民などか

らの合流者では 名が立候補したが、当選

したのは日本のここ 、維新の会、自 党か

ら合流した 名にとどまっている。また、

小池 や の くった政 の 者や

方議員などからの立候補者は 名であっ

たが、当選者は 出身で近畿比例単独

の 上一 わずか 名であった。（

表４ ）

（ ） 社  

では、今回の選挙を「自民 公

明」「希望 維新」「立憲 共産 社民」の

三 により闘われる選挙の と いていた

が、自民 公明が 勝して一 となり、野党

多 の 態が続くことになった。

共産党

共産党は、「立憲 共産 社民」の 一候

補を して立憲 社民と無所属の一 の

で 合する 選挙区で候補者を し、小

選挙区で 名、比例単独で 名の 名

の候補者を立てた。選挙結 は、小選挙区で

の１議席を維持したものの、比例では

議席にとどまり、公示前議席を 減らし

てしまった。 年の選挙では 自民の

け として比例で 年の 倍の

票を獲得して過去最大の 名を当選さ て

いたが、今回は 票で議席を 減さ

てしまった。 を 明にした立憲民主の

により、 自民の け を立憲に われた

となったようだ。

日本維新の会

維新の会は、 さか維新から日本維新に

党名を変えて全国 開を し、東京では希

望の党が、大阪では維新の会が小選挙区で候

補者を 分けることに合意して選挙に

だ。小選挙区で 名、比例単独で 名の

名を 立したが、小選挙区では大阪で

名の で、比例では 名、合わ て 議席

にとどまった。公示前議席の から 減と

なり、 党首だった 前大阪 長

が退 して めての衆院選だったが、明らか

図表４ 　　　　希望の党　当選者の出 内

出

立候補者 11 117 98 9

当選者 5 41 1 3

結党 の 民　進
出 者

希望
党
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に退 向が れた。

社民党

社民党は、小選挙区に 名、比例単独で

名、合 名を立候補さ たが、小選挙

区では の 議席を確保し、比例でも九

州ブロックで 名を当選さ 、公示前の

議席を維持することができた。

（ ）  

民進党が分裂したことにより、希望にも立

憲にも入らず無所属での立候補が多くなった

ことは に てきた。代表の前 、元代

表の岡 、元首相の野 、希望と民

進との候補者 を行った 葉 一 、元官

房長官の 野 、元代表代行で元維新の党

の代表の 憲 など 名の前職が立候補

し、上 の人など 名が当選している。

無所属では、民進の かに自 党代表の小

一 、自 党 事長の玉城 や不

の 道で民進を 党した などの

野党 の議員が当選を たしている。この 、

与党 では自民党を れた元 相の中

が 期 の当選を たしている。この

結 、今回の選挙で無所属での当選者は

名（追加公認を除く）となり、現在の小選挙

区比例代表 立制が導入されてから最多の当

選者となった。

日本のここ は、代表だった 議院議員の

中 子が希望に り、比例で 名を 立

したが議席は得られなかった。また、全国で

の得票率２％以上を獲得することもできなか

ったため、政党 を失うことが まった。

幸福 現党、北海道の新党大 など も

議席を得られなかった。

（ ） に  

は  

今回の総選挙の投票率は、小選挙区で

％となり、前回の 年の ％に

いで の低さだった。全国 に大

であったことや、 風が近 いていたことも

あって投票率が伸 なかったものと われる。

城、埼玉、千葉、神奈川など関東 と近畿

を中 に 府県では 後最低の投票率を

した（ 表５）。 対に、期日前投票を

行った人は、 人と国政選挙で

は過去最 となり、当日有権者の ％を超

える ％であり、投票者全 の ％が

図表

2014

60.30 56.35 3.95

　 54.17 46.83 7.34

　 59.15 56.23 2.92

　 52.83 49.23 3.60

　 60.57 55.78 4.79

　 64.07 59.15 4.92

　 56.69 52.51 4.18

　 51.53 55.24 3.71

　 51.65 50.10 1.55

　馬 51.97 51.72 0.25

　 51.44 51.97 0.53

　 49.89 51.24 1.35

　 53.64 54.36 0.72

51.97 53.88 1.91

新　 62.56 52.71 9.85

　 54.00 47.46 6.54

　 58.16 49.16 9.00

　 55.92 50.00 5.92

　 60.71 59.18 1.53

　 60.40 55.48 4.92
　 56.55 52.92 3.63
　 56.32 55.61 0.71
　 54.65 54.19 0.46
　重 57.09 56.20 0.89
　 56.32 53.79 2.53
　 50.90 50.99 0.09
　 48.39 50.67 2.28
　 48.62 50.86 2.24
　 55.66 55.60 0.06

52.96 51.05 1.91
　 56.43 54.38 2.05
　 60.64 59.24 1.40
　 50.09 50.60 0.51
　 50.17 50.02 0.15
　 55.23 53.07 2.16
　 46.47 47.22 0.75
　 53.08 50.56 2.52
　 50.74 49.80 0.94
　 51.87 50.98 0.89
　 53.31 48.81 4.50
　 59.46 57.77 1.69
　 57.29 51.13 6.16
　 57.02 50.06 6.96
　 56.98 56.11 0.87
　 50.48 49.86 0.62

56.09 50.47 5.62
　 56.38 52.36 4.02

全　 53.68 52.66 1.02

衆院選の投票
前回 の
比較（ ）2017

投票 （ ）

は 後 の投票
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利 したことになる。

今回の選挙の当選者を数 で ると、いく

かの が られた。

の当選者は 名で、過去最大だった

年の衆院選の 名に ぐ数で、前回

よりも 名 えた。党 別に ると、自民

が 名で前回より 名減らし、立憲が

名、公明が 名、共産が前回より 減して

名、小池東京都知事の率いる希望はわずか

名にとどまった。突然の総選挙となり、あら

かじめ を やす 力をしないまま、選挙

に突入した を していた。

当選者の 年 は、 となり、前

回の より 上回ることになった。

代が 名で最多となり全 の 割強

を占めた。 代が 名、 代が

名と続いている。

新人の当選者は全 で 名で、前回が今

の選挙制 になってから最も少ない 人で

あったことと比 ると 名 えたことには

なる。しかし、政権 代が起こった 年

の 名、 年の 名と比 ると、あ

まり大きく変 したとはいえそうもない。党

別に ると、立憲が 名で最も多く、獲

得議席の ％にの り、自民

が 名で ％、希望が 名で

％となっていた。

 

自 公  

野党 の候補者一本  

の失敗

 に た り、野党の が

わないのを かした突然の

解散により勝 を かしたのが、

結 に勝 に結 いている。

希望の党の結成や民進党が希望

の党への合流を たが、小池

の「排除の 」で 現できず立憲民主党

の 立となり、野党は 一候補 立に失敗し

た。野党分立の漁夫の利を得たのが勝 の第

１である。

 与野党の対立 は、 表６のと り、

「与野党一 打ち 」「三 どもえ 」「野

党乱立 」に大きく分けることができるが、

それ れの対立 も野党 の どりによ

ってさらに かく分 することができる。

 政権を う与党に対抗するためには、野党

が一本 することが望ましいことは、 年の

院選に ける 人区の いで 対

（ ％対 ％）と野党が 闘したことに現

れていた。しかし、今回の総選挙は「政権選

の選挙」であることから、主 主 の う

政党とは一 に えない、共産党とは共闘で

きない、とする主 が民進党内で多く かれ

た。「 な保 政党」を した希望の党

への合流が したのも、こうした えの流

れのなかにあったのである。

選挙結 から えるものは、漁夫の利を得

た自民の が えてくる。与党対野党（無所

属を含む）の一 打ちとなった選挙区は

選挙区のうち 選挙区にとどまり、そのう

図表 日新聞17.10.11参照

　自民 公明 . 31

　自民 公明 . 22

　自民 . 3

　自民 公明 . 　希望 維新 . 26

. 　希望 維新 . 140

　無所属（希望 ）

　自民 公明 . 　共産 . 11

　自民 公明 . 　希望 . 　維新 . 23

　自民 公明 . 　希望 維新 . 　立憲 . 17

　自民 . 　希望 . 　維新 . 　立憲 . 　共産

　自民 . 　希望 . 　立憲 . 　共産 . 　無所属

　立憲 共産 社民

　共産 社民

１選挙区

１７７選挙区

７選挙区

選挙区に の 立

党 1 １

党 党

党 立 （ 党 3人 ）

　自民

　立憲 無所属（民進・自 ）

　共産 社民 無所属（共産・社民 ）

　立憲 社民 無所属（民進 ）

　立憲 無所属（民進・自 ）

　共産 社民 無所属（共産・社民 ）

　希望
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ち ％の 選挙区では与党が勝利し、

％の 選挙区では野党の勝利となった。

（ 日新 ） 年の 院選 人区

の いと 同じような結 である。 

しかし、野党が分裂して三 どもえになっ

た選挙区は約６割の 選挙区にの り、

ここでの野党の勝利は ％の 選挙区にと

どまり、 ％の 選挙区で与党の 勝と

なっていた。さらに、野党が 人以上の野

党乱立した 選挙区では、 ％にあたる

選挙区で与党の勝利となっていた。（

表 ） 

この三 どもえや野党の乱立した選挙区で、

野党の得票を単 合 し直して した結

が新 で 道されていたが、 選挙区

で与野党が していた が示されてい

た。 

公明 票が上 、

しかし公明票の減少が

 自民 公明両党は 年以降 立政権を

、選挙 力を続けてきた。小選挙区制で与

野党対 となった 合に公明党（ となる

会）の 票が大きな 力を持 。

全国で公明党の比例代表の得票は 年で

票であり、 年には最 の約

票を獲得している。投票率の上 により得

票数は変 するものの、約 票が

票といわれて り、小選挙区 とに ると

千票を持っているといわれて

いる。この 票が、小選挙区で上 され

ることによって自民党の小選挙区の勝利が得

られていると言ってよい。

 今回の公明の比例得票は全国で 票

であり、 選挙区 で 千票となるが、

少なくともこのうち 割、１ 千票が自

民の候補に上 されたものと 定できる。

これがなければ自民の小選挙区当選者は

議席前後が減少していたものと われる。 

 一方、与党でも公明の議席が大きく減少し

たことが される。前回 議席と現行制

で最大の議席を得たのだが、今回は 議

席に減らしている。安全保 関 や「共

」 の成立など を 分する に与

党として 成したが、これは「 の党」を

もって ずる公明党のイ を大きく

たことは めない。公明の 持 は

会であり、現 で集票 動を っているのも

会である。公明の得票は、 会員の得

票だけでなく、その 人 知人への によ

る ン 票（ 票）の 重 で 大して

きたが、今回はその ン 票に大きな り

が出たということになる。 

 公明党内では「自民に を えられてい

ない公明から、良 な保 と、公明に期 す

る 新が た」と分 する国会議員もいる

という。安倍政権の に対して「ブ

」になれるかどうか、 は ったといえ

る。（ 日新 ） 

い 持に えられた勝利 

 安倍内 の 持率は、新 の

では ％前後となって り、選挙直後（

月 日）の 日新 の では内

を 持する人は ％（選挙中 月

日の では ％）で、不 持が ％

（同 ％）であった。そして内 を 持す

る としては「首相が安倍さ 」 ％、

「自民党中 の内 」 ％、「政 の 」

図７　　小選挙区　 党 の

党 党

39 18

57選挙区 68 32

177選挙区 78 22

51選挙区 94 6

党 立

138 39

48 3
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ここでの野党の勝利は ％の 選挙区にと

どまり、 ％の 選挙区で与党の 勝と

なっていた。さらに、野党が 人以上の野

党乱立した 選挙区では、 ％にあたる

選挙区で与党の勝利となっていた。（

表 ） 

この三 どもえや野党の乱立した選挙区で、

野党の得票を単 合 し直して した結

が新 で 道されていたが、 選挙区

で与野党が していた が示されてい

た。 

公明 票が上 、

しかし公明票の減少が

 自民 公明両党は 年以降 立政権を

、選挙 力を続けてきた。小選挙区制で与

野党対 となった 合に公明党（ となる

会）の 票が大きな 力を持 。

全国で公明党の比例代表の得票は 年で

票であり、 年には最 の約

票を獲得している。投票率の上 により得

票数は変 するものの、約 票が

票といわれて り、小選挙区 とに ると

千票を持っているといわれて

いる。この 票が、小選挙区で上 され

ることによって自民党の小選挙区の勝利が得

られていると言ってよい。

 今回の公明の比例得票は全国で 票

であり、 選挙区 で 千票となるが、

少なくともこのうち 割、１ 千票が自

民の候補に上 されたものと 定できる。

これがなければ自民の小選挙区当選者は

議席前後が減少していたものと われる。 

 一方、与党でも公明の議席が大きく減少し

たことが される。前回 議席と現行制

で最大の議席を得たのだが、今回は 議

席に減らしている。安全保 関 や「共

」 の成立など を 分する に与

党として 成したが、これは「 の党」を

もって ずる公明党のイ を大きく

たことは めない。公明の 持 は

会であり、現 で集票 動を っているのも

会である。公明の得票は、 会員の得

票だけでなく、その 人 知人への によ

る ン 票（ 票）の 重 で 大して

きたが、今回はその ン 票に大きな り

が出たということになる。 

 公明党内では「自民に を えられてい

ない公明から、良 な保 と、公明に期 す

る 新が た」と分 する国会議員もいる

という。安倍政権の に対して「ブ

」になれるかどうか、 は ったといえ

る。（ 日新 ） 

い 持に えられた勝利 

 安倍内 の 持率は、新 の

では ％前後となって り、選挙直後（

月 日）の 日新 の では内

を 持する人は ％（選挙中 月

日の では ％）で、不 持が ％

（同 ％）であった。そして内 を 持す

る としては「首相が安倍さ 」 ％、

「自民党中 の内 」 ％、「政 の 」
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％、「 よりもよさそう」 ％となって

り、 よりもよさそうとあまり では

なく、 な 持を表していた。これは、

月定期 に行う同 の で と ど

同じ 向が られていた。 

 同 では、今回の選挙結 に いて「自

民 公明で 分の を超える議席を得たこ

と」に いて し「多す る」 ％、

「ち うどよい」 ％、「少なす る」 ％

となっていた。 

選挙直後（ 月 日）の 新

の でも、与党が 分の を上回る

議席を獲得した選挙結 に いて、「よかっ

た」は ％で「よくなかった」 ％を上回

っていた。また同じ で、与野党の議席数

に いては、「野党がもっと議席をとった方

がよかった」 ％で「ち うどよい」 ％

「与党がもっと った方がよい」は ％であ

った。

 では、 を に変えることに

よって回 に差 が じることが多いので、

単に比 することはできないが、 の

数近くは「野党がもっと った方がよかっ

た」としているものと ることができる。 

 また、選挙当日の 日新 の出 によ

れば、今後どのような政権になるのがよいか

のとの に対して、「安倍政権が続くのが

よい」は ％、「別の政権に代わるのがよ

い」が ％で意 が割れていた。男 と

代以 で「安倍政権」が多数 で、 と

代で「別の政権」が 数を超えたと

される。「安倍政権」 持 は比例区で

％が自民党に投票したと えていたが、

「別の政権」と えた人の比例での投票 は

大きく割れて り立憲 ％、希望 ％、共

産 ％などとなっていた。（ 表 ） 

 安倍政権は、 ずしも強い 持を得ている

わけではないが、安倍政権に代わる け が

できていないために、「 よりもよさそう」

と与党 持に向かったことが、今回の自公の

勝に ながったものといえる。  

の 保 の 強さ

自民党の 強さは、 に した候補者

の 人後 会にその がある。

小選挙区制が導入された 年の総選挙

以降に、 の自民党 は大きく変 した。

中選挙区 代には党内 の候補者 国会

議員 とにそれ れの 人後 会が さ

れていたものが、小選挙区 とに一人の候補

者後 会に集約され、候補者が自民党の選挙

区 長となって党 を 成するようにな

った。小選挙区が定 して が と にな

るまでの はやや混乱は られたものの、国

会議員のもとに の 会議員、県会議

員が され、都 では国会議員の

たちが 会議員になっていく トができあ

がり、選挙 ンと

して するようにな

った。

に、都道府県議会

では、全国の 県で

自民党議員が単独で過

数を占めて り、公

明など 党を含めて過

数になっているのが

県となり、 な

を占めている。

　図表８ 朝日新聞　出 調

自民, 64

自民, 7

希望, 6

希望, 28

公明, 13

公明, 6

共産, 2

共産, 13

立憲, 6

立憲, 34

維新, 6

維新, 7

3

5

比例区の投票 は

自民 希望 公明 共産 立憲 維新 DK,NA

く

, 46

代

 

の

に
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県会議員に 会議員が され、 の

保 を くっている。

国会議員が引退すると、その後 者に

が引き がれる。後 者に 三 議員が

まれる ができあがってきたのである。

後 会 は、 や中小 の事 主、そ

の 員、同 会 同期 の集まりなどが

となり、 りがすすめられて り、

の利権をめぐって有力者に ながっていく。

年の自民から民主への政権 代の

は、それまで 年 、 年首相が わった

ことや、大 の不 事や ン が相

、党への不 が してこの が

しなくなった。しかし、民主党政権の政権運

営の さや党内対立などが相 、 年首

相が 代するなど不安定な政権に国民が愛想

を か て 年の 政権 代となった。

そして、 年あまりの政権を れていた 、

の後 会 をこまめに して、政権

とともにその が したといえる。

 

 

（ ）  

民進出身者の排除と上から 線

 希望の党は、小池 の 近 勝 や民進

を 党した 野 らが してきた新党

を、解散直前に小池 が「 ット」して

人で くった政党である。したがって小池

の が 一の 定権を持ち、政党といいな

がら 事長や代表代行など 員は一人も ま

っていなかった。事 制もできて らず、

前議員の が事 を って り、比例

名 の 出も め り 近になってしまった

という 態であった。

民進党との合流に いて希望代表の小池

は、「 な 保 」を すといいなが

ら、 憲や安全保 制への ン によっ

て民進 の候補予定者を選別し「全員を け

入れることはさらさらない」「排除いたしま

す」とあっさり だ。政党である以上、

本政 で一 することが当然であるものの、

「さらさらない」「排除します」はいかにも

上から 線での 言いであった。「 」

と 道された政 定 をめぐっての 道も

に をかけ、この発言が希望の党への

追い風を める となった。これにより

安倍政権に向けた「与野党一対一の を

くる」という合流の大 は、 現 となっ

たのである。

 安倍政権を し政権 代を すといいな

がら、小選挙区では までの候補者を

立することができず、比例単独候補者を名

の に しして、立候補者だけは うじ

て定数の過 数に したにす なかった。政

権選 選挙と言いながら、 ずからは都知事

にとどまり、首 名の人名も明らかにしな

い、自民との 立も 定 ずに、 めて分か

り らい対 であった。

小池人 が全国に したのかの

 小池 は、東京都知事選では「都議会自民

党の 」を にして、「いじめられる」

の立 となって対立 を 出して都民の

共 を得た。都議会選挙では自ら代表となっ

て「都民 トの会」を立ち上 て、小

池旋風を巻き起こして都議会の多数を獲得し

た。都議選では公明党が小池 持を明らか

にして、自民候補の をしなかったことが

自民の敗北、都民 トの勝利の れた

であった。

 国政選挙では公明党は与党として自民党を

えることが明 であった。かなり い

票を持 自 公の政権に対して、 たして小

池人 だけで小選挙区に いて勝利できるか

どうか、本 は に す き にあっ

たのではなか うか。野党の一本 によって

も そらく小選挙区の過 数は かないと
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われる政 にあったはずだ。

 一人の政 だけでこの い日本全国に

を与えられ力があるのか、しかも 期 で

結成された政党に国民の 持が得られるのか、

の力だけを る「風まか 」では、

それは「
とう う

の 」ではなかったかと われ

てならない。東京 の、政党 持を持たな

い の多い では、 動票が 動すること

によって当 が変わることが起きうるが、そ

れが全国に するとは えられない。

事 「政 に変 を める都 では

はあるかもしれないが、 城のような で

は当 に を すことはない」と自民党

城県 事長は発言していた 道があった

（ 日新 ）。少なくとも、多くの

持 、 動 に えられて政党は成り立

って り、 道な 動の 重 の 力

なしに政権 代の道は開くことができない。

 「さらさらない」「排除します」で が

変わったと 道はされているが、そ

れは東京 でのことであって、その かの

ではもともと小池旋風は起きていなかっ

たのではなか うか。「いじめられる」 に

いると っていたら「いじめる」 になった

と首都 では小池 の本 を いて 持

しなかったのである。事 、東京 以

の では、 道に 動を続けてきた民

主（民進）出身者は、それなりに当選を た

してきている。

人 政党の

希望の党の伸 の は、小池都知事

の人 りの「風を期 」の選挙 にあっ

た。小池 の からの立候補者たちは全く

の無名の新人であり、小池旋風だけを期 し

ていたため、旋風がないと は がらない結

となった。民進党から希望の党に け入れ

られた候補者は、これまでも から 力で

当選してきた ン議員たちはそれなりに

議席を獲得できていたが、前回に維新の党

（元 なの党）で比例 した前職議員は

を した。維新の党の追い風で か

っていただけに に した 動ができて

いなかったものといえる。

（ ）  

民進党内の対立 が されたこと 

への期

 これまでの民進党は、 想 には から

まで、出身で ても自民 民社 社会 さき

がけから維新まで、多 な えを持った政

集 であった。それが今回の事 上の解党さ

わ によって３分裂となったわけである。立

憲民主党は、「安保 制を前 とした憲

の 正 対」「 発 ロをめ す」など政

を掲 るとともに、「所得の 分 の

強 」などの格差是正の方 を明らかにした。

立憲主 と民主主 、この結集 は、 の

や中道 を含めて、いわ る「

の結集」として一本 の ったものとして

け められ、期 が られたのである。

 また、 日本人は が３割、 が２割、中

道５割 と が国の有権者の立ち を分

する人が首相 にいるといわれる。「 は

首相の安定 な 持 で、 は を言っても

り めない。中道のうち 分 を れば過

数となる」という（ 日新 「安

倍政 」を う ３）。そのうちの の 分

が今回は立憲民主に集約されてきたものとい

える。

 中道をめぐっての いは、今回の投票率の

低さから て、 にも にも行かず、 権し

たと ることができる。この をいかに立憲

民主が り むことができるか、現 な、

な政 開が められているといえる。

希望への合流 者らの け      

 希望の党への 加が されたり、「政

定」を け入れられないとした立候補予定

者が、よる き け となる政党の結成を望
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む が強まり、 上でも「枝野立て」の

ッ が がったという。それに対する

共 が多く られ立憲民主党が くられた。

 立憲民主党の公 イッ ントの

ロ （ 者）数が、開 からわずか３

日で 千（ 月 日現在）になった。

政党では最多だった自民党の イッ

ントの ロ 数を いて、民進の

倍、希望の 倍に上るという（ 日新

）。これは、安保 制 対の国会

などに集まった い 民 の人たちか

らの立憲民主への が、 を じて全

国に 散したものといわれている。

日新 の出 による年代別投票 を

ると、立憲に投票した人は主に 代

の中 年 となっている。 で る り、

立憲の イッ は 年 だけではなく、

代の無党 の一 を り むこと

に成 し、そこに元

だった 者の 動

票が加わることで今回の結

に ながったものといえ

る。（以上、 日

大 「明日を る 

」より 表

）

 また、うがった 方とし

ては、「排除します」とし

て「いじめられた」候補者

に対しての同 もあり、

めて日本 な「 官 いき」の

もあったとされる。前回の

自民の け として共産党が

その 割を ったが、今回は

自民の結集 が立憲民主党に

ったものともいえよう。

無党 の も えに

無党 の投票 が、選挙の

当 の行方に を与えること

は に知られている。今回の総選挙では、す

でに たように小選挙区の対立 は で

あったが、無党 がその対立 により

な投票行動を っていることが分かった。

 日新 の出 によると、与党に対し

て希望と立憲がともに候補を立てた三 ども

えでは、無党 の ％が立憲に投票し、

％が自民に、希望へは ％にす なかっ

た。与党対希望の対 では、希望へ ％、

自民に ％と割れて り、共産に ％が流

れていた。与党対立憲の対 では、立憲に

％、自民に ％と立憲に大きく いてい

た。こうして ると、立憲は無党 からの

えが大きく していたことが分かる。（

表 ）

 立党から選挙までに がなかったため小

選挙区ではわずか 選挙区での立候補にと

どまり、東北、北 、 国などでは １人

党  

党  

党  

希望  

希望  

立憲  

立憲  

共産  

共産  

共産  

の  

党 希望 立憲

党 希望

党 立憲

図 無党派 の投票図表１

自民   12

12

立憲  

19

22

24

20

希望  

公明  

9

9

9

10

10

10

共産  

維新  

社民  

4

4

3

4

3

2

4

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70

代 の比例区投票 朝日新聞出 調図表
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の立候補しかできなかった。しかし、比例で

の得票を得て ブロックでの当選者を出すこ

とができている。 日新 の出 の 県

との 道を ると、政党 持率では自民が

割を超えているが、無党 も ％

となっていた。その無党 の比例区の投票

は、大阪を除いて立憲民主が ％と

最も多くなって り、立憲に無党 からの

が大きかったことを っていた。

   

 

（ ）  

 今回の解散は、 に突然のことで、しかも

解散する が めて であり、解散の

「大 」がないといわれた。解散 道からは

じまった今回の一 の動きを、別掲 表

のようにまとめて たが、以 その を

ることにする。

大 なき突然の解散

 第三 安倍内 は、今年の 月 日の第

三 内 を発 さ 、「 事人内 」と

を っていた。 月の東京都議選で大敗北

を し、野党から森 や加

の追 も しく、内 持率も大きく低

して り、 持回 のための内 であっ

たが、この新 たちは一 も国会での 議

に加わることなく解散になってしまった。

 しかも、野党からは 国会の 集を正

に されて り、その を 月近く

ながら、 国会で所 表明をすること

もなく「 解散」を強行した。 国会の

集は、憲 により「いずれかの議院

の総議員の 分の 以上の があれば、

内 は、その 集を 定しなければならな

い」とあるにもかかわらず、である。

 過去に いて、 国会の から 集ま

での 期は、別掲 表 の り、 日以内

には 集されて り、 集しない 合では

国会が 月 りに っていた があ

った。 集までの 期に いて「合 と

えられる 期、 に な２、３ を超

えて 集を引き ばすのは憲 だという

のが の 」（長 男 大 、

日新 ）だといわれて り、今回

は 集も ず、議 も ずに解散したわけで、

憲 の 定や前例を無 した 挙と言わ る

を得なかった。

なき解散、 は後 け

 解散の に いて、安倍首相は 月

日の 者会 で「 引き上 後の い道

を変 し、 児 を含めて全 代 社会

保 制 を す」とともに、少子 と

北 勢を「国 」だと け、国 突

のため国民の を う、としていた。「

の の変 」は国会で議 して めれ

ばすむことであり、あえて解散する はな

く、党内での「 の変 」に いて議 が

全くないままで、解散の を後 けしたに

す なかった。

 野党や有 者からは「森 加

を すための解散だ」「勝てる 期を選 で

の身勝手解散だ」「北 が加 する中

図表11

1995 51日後

96 18日後

2000 17日後

01 29日後

03

04 26日後

05 53日後に

09 18日後

13 20日後 80日後に

15 75日後に

17 98日後 解散

2017.9.16朝日参照

の の

内 後、 議の は
後
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で政 を むのは めて が多い」な

ど、今回の解散に いて「大 がない」との

が 出していた。

 また、今回の解散は解散権の乱 だとする

意 も出された。解散権は首相の「 権事

」だと菅 官房長官らは強 していたが、

これは いだとされている。憲 に

の国事行 が定められて り、その三

に「衆議院を解散すること」とあるが、国事

行 は「内 の 言と 認により」行うとさ

れている。したがって「政府の有権解 でも、

な解散 定権は内 にあるとされて

り、首相に主導権はあるが 権ではない。首

相が自 に議会を解散できるという主 が

もなくなされる日本は、主 進国の中で

は例 な 在」（前掲、長 ）とい

うことになる。

 の 道によれば、自民党は 月

に独自の を行い、「この 期に

解散すれば野党が選挙の が って らず

議席を大きく減らさずに政権を維持できる」

と できたことが最大の だ、とされて

いた。

 事 、民進党は、 月 めの代表選で前

が枝野幸男 を って当選したが、

事長に を予定していた に

いて で不 が 道され 党するな

どの混乱があった。また、代表選挙で 投

票を投じた議員から「 党 」の動きも

られて り、党内が安定していなかった。

（ 表 ）

 また、小池百合子東京都知事の 近の

勝 や、民進党を 党した 野 らが

す新党に いてもその結成の動きが明確に

ならず、小池 の動向が されていた。

 こうした野党 の動向と、 の動向

などを め、「森 、加 （ ） が

になった、北 の がある中、自民

党以 が政権を うのは いと多くの人が

い、今なら勝てる」と したものと さ

れている。

  

（ ） 上  

は じ  

突然の解散の動きは、 月 日の の

道で一 に じられた。

この前日 月 日の 日新 は、 で

「補選 え  日から 国会」と

じ、解散に いては で「解散風、

の 国会 野党 、年内なら政権に

」として、「多くの自民党議員が年 まで

が衆院解散 総選挙の ン と る」とし

て、 国会 解散、（ 月 日の）補

選全勝後の 月解散などの がある、

と予想していた。

とこ が 日、同 は の１ トッ

で「首相、年内解散を 」と じ、本

で「安倍晋三首相は年内に衆院を解散する

に入ったと与党 に えた」「 数の政

権 が明らかにした」と確定 な 道とな

っていた。

同日 の日 新 は、１ の 出しに「

期解散強まる」と打ち出し、「公明党は

日に が 議し、年内解散が選

に入ったとの認 を共有した。これを け、

公明党の 持 の 会は 日に選

挙対 の関 会議を開く」と いていた。

公明党 会が総選挙に向けて り出

したから 期解散は いない、と し

たのだ う。

図表12

2017 4

8

9 13日

9 15日

　　

9 25日

　　 　 46 15区

民進党に 党 を 出 議員

　 55 比例 （ 21区 選）

　 46 5区

　 内 51 比例 （ 9区 選）

　 55 比例 （ 14区 選）

　 52 9区

　後 48 16区

　 61 比例 （ 3区 選）

14　自治研かながわ月報 2017年12月号（No.168）



また、同日 の産 新 も１ トッ で

「首相衆院解散を 」と じ、本 では

「安倍晋三首相は、 日の 国会 集か

ら数日以内に衆院を解散する方 を めた」

と じていた。さらに「公明党の 持 で

ある 会は 日 に方 長会議を

集した」とあり、日 と同じ内 となって

いた。

さらに、東京新 は「与党内で、安倍晋三

首相が年内の衆院解散 総選挙を してい

るとの 方が まり、選挙 が本格 して

いる。 ければ 日 集の 国会 で

の解散も想定されている」と いていた。

共同 も、この を じて り、

「自民、公明両党は、安倍晋三首相が年内の

衆院解散 総選挙を選 として してい

るとの 方から選挙 を本格 さ た。公

明党は 日、 の 会合を東京都内で

開き、 月 日 集の 国会 や

月 日投開票の衆院３補選後の解散もあり

得るとの認 で一 した」と いていた。

 新 は、同日 の１ には解散 道は

なく、２ の中 どに「 期解散  与党に

上」という 事があるだけであった。

そして 日新 も同じく の 道はな

く、２ の に自民党の 総 会長が、

衆院解散 総選挙に いて「そう くないと

いう いを全ての衆院議員が持ち めてい

る」と したことが掲 されていただけで

ある。（以上、 、 日新 「池

上 の新 め 」より）

このように、新 社に差は られるもの

の、 月 日の 道から一 に解散風が

き れたことになる。

 

 

 小池新党「希望の党」の結成

月 日の安倍首相が「解散」を正 表

明する３ ど前、小池百合子東京都知事

が突然 者会 を行い、 近の 勝衆議院

議員らがすすめていた新党の を「 ッ

ト」して、 ずからが代表となる「希望の

党」を結成したと発表した。 月の都議選で

政党「都民 トの会」を率いて第

党になった をもとに、「都政に きを

かけるには国政への関与が 」として国政

政党を立ち上 た。これが今回の総選挙の大

きな 風の となるものと された。

月 日には、小池都知事は無所属、民

進、自民などから新党に 加する衆 国会議

員 名とともに結党 者会 を行い、「

な 保 政党を す」とした党 発

表した。その中には 公開を し「しが

ら 政 からの

」などが られ

ていた。また、全国

から、民進党の

公認内定者が相 い

で 党 を出すなど

民進党内での動揺が

がっていった。

 民進が希望に合

流を 定

日に衆議院

は解散されたが、民

図表13 解散の 結果
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2017

　自民 公明 3 の2 、
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「安倍晋三首相は、 日の 国会 集か

ら数日以内に衆院を解散する方 を めた」

と じていた。さらに「公明党の 持 で

ある 会は 日 に方 長会議を

集した」とあり、日 と同じ内 となって

いた。

さらに、東京新 は「与党内で、安倍晋三

首相が年内の衆院解散 総選挙を してい

るとの 方が まり、選挙 が本格 して

いる。 ければ 日 集の 国会 で

の解散も想定されている」と いていた。

共同 も、この を じて り、

「自民、公明両党は、安倍晋三首相が年内の

衆院解散 総選挙を選 として してい

るとの 方から選挙 を本格 さ た。公

明党は 日、 の 会合を東京都内で

開き、 月 日 集の 国会 や

月 日投開票の衆院３補選後の解散もあり

得るとの認 で一 した」と いていた。

 新 は、同日 の１ には解散 道は

なく、２ の中 どに「 期解散  与党に

上」という 事があるだけであった。

そして 日新 も同じく の 道はな

く、２ の に自民党の 総 会長が、

衆院解散 総選挙に いて「そう くないと

いう いを全ての衆院議員が持ち めてい

る」と したことが掲 されていただけで

ある。（以上、 、 日新 「池

上 の新 め 」より）

このように、新 社に差は られるもの

の、 月 日の 道から一 に解散風が

き れたことになる。

 

 

 小池新党「希望の党」の結成

月 日の安倍首相が「解散」を正 表

明する３ ど前、小池百合子東京都知事

が突然 者会 を行い、 近の 勝衆議院

議員らがすすめていた新党の を「 ッ

ト」して、 ずからが代表となる「希望の

党」を結成したと発表した。 月の都議選で

政党「都民 トの会」を率いて第

党になった をもとに、「都政に きを

かけるには国政への関与が 」として国政

政党を立ち上 た。これが今回の総選挙の大

きな 風の となるものと された。

月 日には、小池都知事は無所属、民

進、自民などから新党に 加する衆 国会議

員 名とともに結党 者会 を行い、「

な 保 政党を す」とした党 発

表した。その中には 公開を し「しが

ら 政 からの

」などが られ

ていた。また、全国

から、民進党の

公認内定者が相 い

で 党 を出すなど

民進党内での動揺が

がっていった。

 民進が希望に合

流を 定

日に衆議院

は解散されたが、民

図表13 解散の 結果

1966

1986

1996

2017

　自民 公明 3 の2 、

＜結　　果＞

朝日新聞2017 9 20日参照

内

内

　 党に不 憲 に

　 不 の 党に不

　小選挙区 解散

　自民 復 後、 定 を

　

　 の 不 、

　 解散

　自民党

　　 数に 、 立を

自民党

　　総

　 解散

＜ 　　 ＞

内

内

　自民党

　　 に

　衆参 選挙
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進 共産 社民などの野党は本会議を 席す

るという な 態であった。民進党の前

代表は、この日の両院議員総会で、 ）衆院

選での民進の公認を り す、 ）候補予定

者は希望の党の公認を し、希望との

は代表に一 する、 ）民進は希望を全力で

する、とした方 を発表した。前 代表

は「ど な手 を っても安倍政権を めな

ければいけない。名を てて を る を

解いただきたい」と 明した。

安倍政権打 を第一に掲 、政権 代

な 大政党制 現を すために「 かを

排除するものではない」と強 した。出席者

からは「 党を強制するのはどうか」「公認

権を するなら事 上解党ではないか」な

どの が出されたが、前 は 公認と政

は、小池さ とすりあわ をしていく。一

をいただきたい と えた。この方 に対

して大きな はなく 方 は された。

道によれば、前 はこの前 日 日

の 、 合の神 会長とともに都内で

小池 と会 している。衆院選で野党が乱立

すれば与党を利することになり、両党の選挙

力の を小池 に え合意したとされ

る。 どの会 であったといわれてい

るが、会 の内 は明らかにされてはいない。

小池 は新党の中 ン 数人を前に

「候補者 立は てもらえますか」と 言

したとされる。前 は、この日以前に党内

からの 発を で自 党の小 一 代表と

も会 を重 てきたとされて り、「最後の

代表になります」と解党も さないとの え

を えていたと 道されている。

「排除の 」で希望への合流に失敗

しかし、この会 で不明確なままの希望と

民進の「合流」に いての「合意」は、すぐ

に される。小池 は 日の 者会 で、

民進党出身の公認 をした候補者に対して

独自の で選別することを明らかにした。

民進党がす ての立候補者が希望の公認を

めていることに いて 者からの を け

て「安全保 、憲 という の 分で一

することが、政党 成員として 最小

のことだ」と た。そして「全員を け入

れることはさらさらない」としてうえで、

本政 で一 しない り「排除いたします」

と 言した。

日には、大阪で小池都知事と日本維

新の会の 一 代表（大阪府知事）、大

愛知県知事が会 し、 知事が して

「三都 」として 方自 の 進を るこ

とで合意した。そのうえで、大阪では希望の

候補者を立てず、東京では維新の候補者を立

てない「す 分け」に合意したと表明した。

一方、民進党内では、希望の党が代表

者や の 数人の名を した

不明の「排除 ト」が出回り、前

と小池 への が がった。

 民進党からの立候補予定者が希望の党への

公認 にあたって 名を められた「政

定 」が とされた。この政 定は、

当 、 で 成されていた。安保 制に

いて「 定 な集 自 権の行 を含め

安全保 制を 本 に 認し、現 な安

全保 政 を 持すること」となっていた。

このままでは、安保 制に 対してきた多く

の民進からの候補予定者が公認 すること

は しくなるため、 を重 て け入れら

れる内 にまで し したとされる。そして

安保 制に いて「憲 に り に運 す

る。その上で不 の 直しを行い、現 な

安全保 政 を 持する」と められた。

この内 で多くの民進前議員が 定 に

名し公認となった。しかし、 に小池 の

「排除の 」に 発する動きが 大し、

の前議員らは新党の結成を しは

じめた。
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（ ）  

の け としての立憲民主結党 

 この「 」を「よし」としない民進前

議員や元職などから「枝野が立て、その選

を れ」との強い 望を け、そう

した候補者の け として立憲民主党が結成

されることになる。

月 日、民進党の枝野幸男代表代行は

者会 し、新党「立憲民主党」を結成し、

自身が代表に くことを表明した。民進党の

が 加を予定し、希望の党から公

認されない立候補予定者の け となり、

人の前議員が 加することになった。枝

野代表は、福 議院議員を 事長に起

し、長 元 相を代表代行とする 行

人事を め、選挙態勢を えた。

また、国会前 をきっかけに結成され、

年の 院選以降も野党共闘を かけて

いた「 民 合（安保 制の と立憲主

の回 を める 民 合）」が立憲民主党に

共産 社民党との を かけ、枝野 は

この 望を け入れることを表明した。

一方、前 代表自身は無所属で立候補する

ことを明らかにした。さらに、野 前首

相は「 に出ていった人の はくぐらない」

と希望への合流を し無所属での立候補と

なり、岡 元民進代

表も無所属となった。選

挙区事 も含めて希望へ

も立憲民主へも行かない

で無所属となる前議員も

合わ て無所属での立候

補は 名を超えること

となった。

この結 、民進党の

議院議員は選挙が わる

まではそのまま民進党に

とどまり、衆院選の立候

補する前議員は、希望の

党への合流、立憲民主党

への 加、無所属に３分

裂することになった。ま

た、選挙 の も、

「自民 公明の与党」

「希望 維新」「立憲民

主 共産 社民」の３

に分かれて闘う とな

った。

立憲民主党の名 は、

年 月に民主党と

維新の党が合 したとき

に、党名をめぐって意

図表14 2017年総選挙をめぐる動き
７月
８月 ３日

1日
7日

10日
11日
15日

18日

29日

7日

10日

8日

10月
2日

自民党、公約を発表　「憲法に自衛隊」　消費税増収分を教育無償化に
希望の党「政策協定書」の内容が明らかに　安保法容認求める

3日

枝野氏、新党「立憲民主党」結成　民進リベラル系参加　。民進3分裂
希望の党、1次公認192人　民進約30人は無所属へ
経団連会長、自民党支持を改めて強調
市民連合世話人山口二郎氏ら、枝野幸男氏と会談　候補者一本化を要望

5日

立憲民主党、公約を発表　「原発ゼロ」「中間層の再生」「立憲主義」「行政の透明化」など

9日
希望の党が総決起大会
希望の党、公明党、比例代表の候補者名簿の発表間に合わず、公示日に
衆院選公示　1180人が立候補（前回は1191人）

公明党公約発表。教育費の負担軽減に重点　9条改正には慎重
都民ファーストの会都議2人、離党
連合　特定政党を支持せず、個別に支援する方針を決定

6日
希望の党公約発表　消費税引き上げ凍結　2030年までの原発ゼロ
立憲民主党、小選挙区に62人を擁立　

全国知事会、与野党の政権公約の評価結果を発表　自民73.3点、公明72.1、希望64.5　立
憲民主60.3　維新60.0

民主党、自由党、社民党の党首会談予定も解散に備えた選挙準備で見送り
公明の支持母体・創価学会が都内で緊急会合

28日
衆院解散。野党議員本会議に出席せず
民進党前原代表、事実上解党し希望の党公認で総選挙を戦うことを提示、了承される
「希望の党」小池代表、民進系を「全員受け入れることはさらさらない」と排除しますと明言。

30日
衆院選の共通政策でそれぞれの知事、合意「東京・愛知・大阪三都物語」
民進党全国幹事会で「排除」について紛糾

21日
細野・若狭新党、臨時国会前に結成、100人規模の擁立を
自民・石破氏、冒頭解散と公約に反発
衆院選の候補者「4野党連携を」市民連合が会見

25日
小池氏、若狭氏らの新党準備を「リセット」し「希望の党」設立。自ら新党代表に
安倍首相、28日招集の臨時国会で冒頭解散することを正式表明

2017年 加計問題で衆参集中審議
第３次安倍第３次内閣改造内閣発足

9月 民進党代表選で前原誠司氏が当選、枝野幸男氏を執行部に起用へ
民進党新幹事長に内定していた山尾志桜里氏、週刊誌で不倫疑惑の報道を受けて離党
安倍首相と麻生財務相と会談（私邸）
安倍首相と公明・山口代表、自民・二階幹事長と相次いで会談
若狭勝氏の政治塾開講。小池都知事が講演、新党は「若狭さんに任せてある」

安倍首相、国連総会出発前に「臨時国会の冒頭での解散」を二階幹事長に伝える

19日
総選挙10月10日公示、22日投開票の公算大に
民進党、野党候補一本化に向け、共産・社民と協議
若狭勝衆議と細野豪志衆議、新党設立の方針を確認

20日
民進、共産、自由、社民の幹事長・書記局長会談で候補一本化を確認も4党で温度差
日本商工会議所会頭、冒頭解散に理解を示す

笠宏史、後藤祐一氏が民進党を離党

16日
与野党議員に臨時国会会期内の衆院解散を予想する声
臨時国会28日開会が決まる

17日

安倍首相、与党幹部に年内に解散する準備に入ったことを伝える
総選挙、臨時国会冒頭解散が有力に
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の相 が じ、維新は「民進党」を、民主は

「立憲民主党」を主 したため、 に

いて「民進党」に まった 過があり、

このときの立憲民主党が今回 したことに

なる。

民主 民進の内 意 の対立が に

 民主（民進）党はこの 年 、「政権

代 な政 」をめ して政 の を

続けてきたが、党内の 本政 が ずしも一

ず、保 から 新 まで な 想を

持った政 集 で「政権獲得」を 一の

に結集してきた。民主党政権 代は

で党内が大きく対立して大 の 党者を出

した。政権を失ったあとは大きく議席を減ら

し、維新の党と合 して民進党となったが、

党者がさ だれ に続いていた。（ 表

）

 月に代表選を った前 と枝野 とで

は、政 上の いが大きく、 に野党共闘に

いては、 年の 院選で 事長として野党

共闘をすすめた枝野 と、共闘に 重な 勢

を示す前 とは政 ン が大きく

っていた。また、憲 正をめぐっては、前

は に自 を明 する え方を

したこともあり党内 憲 の中 であったが、

枝野 は憲 正は 定しないものの

に し の 正には 対の立 を っ

ていた。

 希望の党との合流をめぐって、前 代表が、

「全員、希望の党の公認を得る」「 かを排

除するものではない」と強 したことから、

合流 を した。しかし、小池 の「排

除の 」により前 となる がなくなっ

た以上、「新党結成」に ら るを得な

くなったものである。

安保 制を前 とした憲 の 正に

は 対する え方や、「 発 ロ」を す

とする えを 本 勢に えて、民主党 代

の 政 を引き ぐ で立憲民主党が結

成された。 の「 憲」を 本とした「

新」ではなく、政 権力を る 割が憲

にあり、国民主権、 本 人権の 重、

主 に する立憲主 をめ し、民主党

代の中道 中道 の い を結

集しようとするものであった。

（ ）公  

 月 日に公示された衆院総選挙は、

小選挙区に 名、比例代表で 名

（うち単独 名）、合わ て 名

（重 名を除く）が立候補し、選挙

に突入した。

「選挙は投票 を めるまでわからな

い」「選挙は最後の３日 で まる」。か

ては選挙に いてそう言われていたが、

前回以降の総選挙では、公示直後の

が発表されるため、これらの言葉は

になった がある。

月 日の新 は の結

図表15 民主党 民進党の 年の と選挙結果
議席 代代表

1996年 9月 52 山
4月
7月 27

2000年 6月 127 山
2001年 7月 26

7月
11月 177
5月 代表が年 加入問題で 任
7月 50

2005年 9月 113
2006年 4月 前原

7月 60 小
11月
5月
8月 308 山
6月
7月 44

2011年 6月
7月 野

12月 57
2013年 7月 17
2014年 12月 73

3月
7月 32
9月

2017年 8月 前原

年　月 主な出 事
民主党結成。10月衆院総選挙

1998年
民主党結成
参議院選挙

2007年
参議院選挙、野党
小 代表が自民と大連合をはかり

2009年
小 代表が「挙党一 のため」と 任
衆議院総選挙、民主 勝、政権 代

衆議院総選挙
参議院選挙

2003年
自由党（小 代表）と合
衆議院総選挙

2004年
参議院選挙

2016年
維新の党と合 し民進党発足。衆参156人
参議院選挙

代表 任し、 代表

2010年
山首相が 間 問題で 任

参議院選挙
代表が党内内紛で 任

2012年
消費税法への造反で小 氏ら37人除名
衆議院総選挙、大 で政権 代

代表 任し、前原代表

参議院選挙
衆議院総選挙、 代表 選

衆議院総選挙、 政選挙で
前原代表が ール問題で 任
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を一 に 道した。その 出しを うと の

ようになっていた。

日新 「自民  希望伸 ず 立憲に

勢い」、 新 「自民 単独過 数の勢い

希望伸 立憲民主は 進公 」、 

日新 「自公 超うかがう 希望伸

立憲に勢い」、日 新 「与党、

議席に る勢い 自民、単独安定多数も 希

望、選挙区で 」、産 新 「自公

議席うかがう 立憲民主倍 も 希望、伸

」。

選挙 がはじまって の 道で、あたか

も自公の与党 が大勝することを予 してい

るかの とくであった。 年の 国大 選

挙で、 の結 が れていたことが

になっていたが、日本では は結

から ると と ど れていない。

による予 道が有権者の投票行

動にどのような を与えているのか、政

では た の なった を与えるとされ

ている。 と は、「勝ち に る」 ン

ン と ばれるもので、もう一 は

「 官 いき」 ン ック と ばれ

ているものである。前者は、事前の で

勢と 道された候補者に有権者の投票が向か

っていくという 向を し、後者は、事前の

予 で いと 道された候補に投票が集まる

という 向をさす。これらの は「

ン ント 」といわれるものである。

選挙結 は、 に た りであり、この予

の 道は 正確であったことが分かる。

自民が 議席にはとどかなかったものの、

自公で 分の を得て大勝したことは事

であった。自民の大勝は「勝ち に る」

ン ン が多少あったものといえるし、

立憲民主が 進したのは「 官 いき」の

があったことは めない。

それよりも、公示後 に予 道がなさ

れたことにより、勝敗の行方が明らかになっ

て投票への を失い、有権者の 数近くが

権したことの方が であ う。 に大都

を える選挙区で、 後最低の投票

率を したことに表れているように、都

に多いとされる「無党 」が投票に行か

なかったものと することができる。

少子 社会に突入して な が

する中での突然の総選挙、多くの国民が

いを た選挙結 ではある。政 への不

か、政党への不 か、国民の政 への無関

は わりそうもない選挙結 であった。

 

（ ）  

 総選挙の投票が わって、開票が まる前

の 後 、 の 社は一 に「自民党

勝、与党で 議席を超える勢い」と

道した。新 社と が して、投

票を えた有権者に「 に投票したか」を

く「出 」を行って、事前の や

による などを して、当 を 定

して 道したのであった。

 では、 月 日の投票日当日、全

国の か所 りの投票所で投票を ま

た有権者 人 りを対 に出 を

、 ％にあたる約 人から回

を得て、当 の 定を行ったという。その出

の結 を、 月 日に 集で

を公表していた。その内 を、 集しな

したのが の りである。

政党 持の に変 なし

まず、政党 持率に いて、前回の総選挙

に ける出 の と今回の を比

したのが 表 である。この を

る り、政党 持 に と ど変 が られ

ないのが最大の である。自民は ％で

全く変わらず、前回の民主 ％と今回の立

憲 ％ 希望 ％を合わ たものは と ど

変わらず、公明 共産の ％も全く変わって

いない。
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の投票

図表18 自民 立憲　 希望 公明 共産 維新 の

9 37 25 6 14 7 2 100

の を

自民, 9

立憲   希望, 25

公明, 6

共産, 14

維新, 7

2

人の比例の投票

しない」は ％だった。

「 しない」 の投票 は、

割が野党であり、立憲が

％、希望が ％、共産が

％と 分 していた。安

倍政権への 票が分散した

ことにより、野党が与党を

すことができなかった に

なっていることが分かる。

また、安倍首相の政権運営に いての

と、得票率との関 を ると、党 別に大き

な差 が出ていた。

 

 

第  内の選挙結果 の  

 

 県 に  

 

（ ） 自  

小選挙区議席の 分  

県内の 選挙区に 人が立候補した小

選挙区では、自民党 、立憲民主党３、希

望の党 無所属が 議席を獲得し、前回

の自民の 勝となった。以 、候補者名

の は いている。（ 表 ）

自民党は、県内 選挙区のうち公明党の

立候補者のいる 区を除いて 選挙区す

てに候補者を立て、 の選挙区で勝利し、

選挙区で敗れた４名も、比例で 当選し、

年、 年に続いて全員が議席を獲得す

ることができた。しかし、 区で公明の与党

一候補上 が敗れ、与党の全勝にはなら

なかった。

自民の 議席は、民主党への政権 代選

挙でも小選挙区で勝ち いた い を持

２区の菅 官房長官、 区の小 進 、

区の 野 相などの３ の選挙区で

は に有利な選挙 を 開し 勝した。

また前回当選した 区の 本 、 区の小

、 区の 、 区の 、

区の 中 、 区の 利明、 区の

、 区の 、 区の 島かれ 、

区の 大 ら の選

挙区でも手 く 持 を め

て勝利に結 けた。

野党第 党だった民進党

が分裂して、県内でも希望の

党、立憲民主党そして無所属

と 分裂での いとなった

ことから、自民 公明の与党

対保 野党（希望 維新）、

野党（立憲 共

図表 内 党 別当選者 2017.10.22

立候補 当選 前 新 立候補 当選 山

自由民主党 17 13 13 0 0 35 8 4 1 1 2
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公明党 1 0 1 0 0 5 2 0 0 0 2

日本共産党 12 0 0 0 0 8 2 1 0 0 1

維新の会 1 0 1 0 0 5 1 1 0 0 0

社会民主党 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

その 3 0 5 0 0 0 0 0

無所属 3 1 1 0 0

　　計 60 18 19 0 1 105 22 10 6 1 5

重 立候補・ 当選

内18小選挙区 比例代表 東 ロッ
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図表 小選挙区当選者（比例 ）の党 の 内

比例 比例 比例 比例 比例 比例

1区 自民 民主 自民 民主 自民 自民 自民 維新 自民 立憲

2区 自民 民主 自民 自民 民主 自民 自民 自民

3区 自民 民主 自民 民主 自民 自民 自民

4区 民主 自民 民主 んな んな 自民 無所属 自民 立憲 自民

5区 民主 自民 民主 自民 自民 維新 自民

6区 公明 民主 公明 民主 公明 んな 公明 維新 立憲 維新

7区 民主 自民 自民 民主 自民 自民 自民 立憲

8区 民主 無所属 民主 自民 んな 民主 んな 自民 維新 自民 無所属 自民

9区 民主 自民 民主 民主 民主 自民 んな 民主 自民 希望 自民

10区 自民 民主 自民 民主 自民 自民 自民 自民 共産

11区 自民 自民 自民 民主 自民 自民 自民

12区 民主 自民 社民 自民 社民 民主 社民 自民 自民 民主 立憲 自民

13区 自民 自民 民主 自民 自民 自民 自民

14区 民主 自民 民主 自民 自民 民主 自民 希望

15区 自民 自民 自民 民主 自民 自民 自民

16区 自民 自民 民主 自民 民主 民主 自民 自民 希望

17区 自民 自民 民主 自民 自民 民主 自民

18区 民主 自民 民主 自民 自民 自民

合計 18 8 18 4 18 9 18 7 18 10 18 10

自民 9 2 16 1 3 3 14 3 13 4 13 4

民主 8 5 0 2 14 4 1 1 2 3

立憲 3 2

希望 1 2

公明 1 1 0 1 1 0

共産 1

社民 1 1 1

維新 1 3 0 1

んな 1 1 2 2

1

無所属 1 1 1

2017年10月2014年12月2003年11月 2005年9月 2009年8月 2012年12月

産 社民）の三 どもえの となった。し

かし、野党が分立していては い 持 を

持 与党候補には が立たない 態が多くの

選挙区で られた。

解散直後に結党した立憲民主は、 自民の

け としての 在 を示して 闘した。

名を小選挙区で立候補さ 、自民が分裂して

野党も乱立する 区で、県議を 職して新

人で立った が混 を制して 当選

を たした。また、 区では公明の上 に

前回まで敗れていた青 一 が３ の

で めて選挙区で勝利し、 区でも

知子が めて自民から小選挙区での勝利を

うなど 議席獲得の成 を上 た。

希望の党は、東京都と で神奈川を重

区と けて、民進党を解散前に 党した

名を含めて の選挙区で候補者を 立し

たが、小選挙区で当選したのは 区の

の であった。民進から希望へ った候補

者は全員小選挙区での議席を得られなかっ

た。

公明党は、 区に自公 一候補として上

を立候補さ たが、前回よりも得票を や

しながらも小選挙区で敗れ、重 立候補をし

ていないため議席を得られなかった。

民進党の分裂により無所属での立候補を

なくされた 区の 憲 は、 続して

期を得ていた を かして当選した。解散

直前に自民党入りしたものの公認を得られな

かった 区の 一

は、混 を け出 ず

に 選した。

共産党は、立憲 社民

との対 を けて 選

挙区で立候補を りやめ

名を立候補さ たが、

重 と けた 区

を含めて小選挙区での議

席は得られなかった。日

本維新の会、社民党は

名を立候補さ たが、い

ずれも小選挙区での議席

を得られなかった。

年から県内での

小選挙区の当選者 比

例 した党 名の

は、 表 の りで

ある。

小選挙区の得票の な動き

 自民の小選挙区での得票は、前回より

千票減らし 千票で、得票率は

％で投票率が がったため前回と 変

わらなかった。議席の獲得率では 分の

で ％であり、得票率と議席獲得率の

が大きくなっていた。ちな に、有権者全

（当日有権者数）に対する自民党の得票率
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（絶対得票率）は ％で前回の ％と

変わらないで 議席を得たことになる。

党 別、得票の は 表 となってい

る。

 希望の党の得票は、 千票で得票率

％であり、前回の民主党の得票

千票（ ％）を上回っていた。これは、民

主の前回の立候補者が 名にとどまり、今

回の希望は 名を 立したことにより得票

数が 加したためであった。

立憲民主の得票数は、立候補者が 名と

少なかったことから 千票で得票率

％であったが、候補者一人当たりの

得票は 千票あまりと い得票を得て

いたのが であった。

 公明党は、前回よりも 千票上 して

千票を得ていたがものの、前回までは

野党が候補者を乱立さ ていたため勝利して

いたが、今回は共産が候補を り野党共闘

をめ したため勝利を得られなかった。

図表2-3 内　党派 票の

2003年 2005年 2009年 2012年 2014年 2017年 前回比

票 1 726 125 2 435 656 1 778 461 1 761 971 1 852 678 1 835 594 17 084

票 44.0 52.4 36.5 41.4 48.0 47.6 0.5

票 1 526 057 1 564 457 2 328 108 837 909 624 606 843 640

票 38.9 33.6 47.8 19.7 16.2 21.9

票 452 890

票 11.7

票 82 268 123 040 94 941 82 147 78 746 82 788 4 042

票 2.1 2.6 1.9 1.9 2.0 2.2 0.1

票 315 014 361 175 252 201 327 031 509 271 371 626 137 645

票 8.0 7.8 5.2 7.7 13.2 9.6 3.6

票 325 337 446 623 24 424

票 7.6 11.6 0.6

票 95 327 35 133 43 688 6 306 38 242 38 242

票 2.4 0.8 0.9 0.1 1.0 0

票 234 213 730 634 126 682

票 4.8 17.2 1.1

票 179 442 43 116

票 4.2 3.3

票 28 498 65 333 12 828

票 0.6 1.3

票 175 069 103 454 65 333 3 620 174 095 197 089 22 994

票 4.5 2.2 1.3 0.1 4.5 5.1 0.6

2003年 2005年 2009年 2012年 2014年 2017年 前回比

票 1 364 185 2 030 524 1 238 374 1 135 005 1 322 461 1 333 286 10 825

票 34.6 43.3 25.4 26.3 34.0 34.2 0.3

票 1 562 418 1 330 222 2 111 949 703 165 657 974 671 041

票 39.6 28.4 43.2 16.3 16.9 17.2

票 931 340

票 23.9

票 524 268 548 757 469 628 433 970 468 245 424 905 43 340
票 13.3 11.7 9.6 10.1 12.0 10.9 1.1
票 296 548 327 041 349 914 260 109 476 309 319 174 157 135
票 7.5 7.0 7.2 6.0 12.2 8.2 4.0
票 812 282 644 576 154 043
票 18.8 16.6 4.0
票 198 513 275 692 219 049 89 144 78 392 48 344 30 048
票 5.0 5.9 4.5 2.1 2.0 1.2 0.8
票 372 060 597 468 139 395
票 7.6 13.9 3.6
票 267 519 92 986
票 6.2 2.4
票 176 962 122 175 11 621 12 719 13 520
票 3.7 2.5 0.3 0.3 0.3

党 名、党 の 成が わった政党は、前回比をつけていない

小　　選　　挙　　区

自由民主党

民主党
希望の党

立憲民主党

公明党

日本共産党

日本維新の会
14年 維新の党

社会民主党

んなの党
14年・次世代の

党
日本 の党
14年・生 の

党

その の党

無所属

比　　例　　代　　表

自由民主党

民主党
希望の党

立憲民主党

公明党

日本共産党

日本維新の会
14年 維新の党

社会民主党

んなの党
14年・次世代の

党日本 の党
14年・生 の

党

その の党

図表2-3 内　党派 票の

2003年 2005年 2009年 2012年 2014年 2017年 前回比 2003年 6 977 974 4 031 631 57.78

票 1 726 125 2 435 656 1 778 461 1 761 971 1 852 678 1 835 594 17 084 2005年 7 079 406 4 748 564 67.08

票 44.0 52.4 36.5 41.4 48.0 47.6 0.5 2009年 7 276 981 4 967 216 68.26

票 1 526 057 1 564 457 2 328 108 837 909 624 606 843 640 2012年 7 342 072 4 395 414 59.87

票 38.9 33.6 47.8 19.7 16.2 21.9 2014年 7 386 868 3 980 246 53.88

票 452 890 2017年 7 613 730 3 957 009 51.97 -1.91

票 11.7

票 82 268 123 040 94 941 82 147 78 746 82 788 4 042

票 2.1 2.6 1.9 1.9 2.0 2.2 0.1

票 315 014 361 175 252 201 327 031 509 271 371 626 137 645

票 8.0 7.8 5.2 7.7 13.2 9.6 3.6

票 325 337 446 623 24 424

票 7.6 11.6 0.6

票 95 327 35 133 43 688 6 306 38 242 38 242

票 2.4 0.8 0.9 0.1 1.0 0

票 234 213 730 634 126 682

票 4.8 17.2 1.1

票 179 442 43 116

票 4.2 3.3

票 28 498 65 333 12 828

票 0.6 1.3

票 175 069 103 454 65 333 3 620 174 095 197 089 22 994

票 4.5 2.2 1.3 0.1 4.5 5.1 0.6

2003年 2005年 2009年 2012年 2014年 2017年 前回比 図表 7

票 1 364 185 2 030 524 1 238 374 1 135 005 1 322 461 1 333 286 10 825 内・小選挙区 との投票 2017年10月22日執行

票 34.6 43.3 25.4 26.3 34.0 34.2 0.3

票 1 562 418 1 330 222 2 111 949 703 165 657 974 671 041

票 39.6 28.4 43.2 16.3 16.9 17.2 　1区計 427 736 220 248 51.49 53.78 2.29

票 931 340 　 区計 430 845 219 490 50.94 53.36 2.42

票 23.9 　３区計 433 774 207 608 47.86 50.65 2.78

票 524 268 548 757 469 628 433 970 468 245 424 905 43 340 　 区計 332 192 196 118 59.04 59.17 0.13
票 13.3 11.7 9.6 10.1 12.0 10.9 1.1 　 区計 462 505 240 344 51.97 54.28 2.31
票 296 548 327 041 349 914 260 109 476 309 319 174 157 135 　 区計 382 061 200 163 52.39 55.16 2.77
票 7.5 7.0 7.2 6.0 12.2 8.2 4.0 　７区計 434 882 224 374 51.59 53.88 2.28
票 812 282 644 576 154 043 　８区計 420 568 225 392 53.59 56.59 3.00
票 18.8 16.6 4.0 　 区計 327 305 180 171 55.05 56.66 1.61
票 198 513 275 692 219 049 89 144 78 392 48 344 30 048 　10区計 457 843 228 064 49.81 51.88 2.06
票 5.0 5.9 4.5 2.1 2.0 1.2 0.8 　11区計 386 677 201 511 52.11 54.50 2.39
票 372 060 597 468 139 395 　12区計 395 393 204 326 51.68 53.38 1.71
票 7.6 13.9 3.6 　13区計 460 572 233 351 50.67 52.29 1.63
票 267 519 92 986 　14区計 453 812 234 313 51.63 53.83 2.20
票 6.2 2.4 　15区計 469 287 241 134 51.38 52.75 1.36
票 176 962 122 175 11 621 12 719 13 520 　16区計 468 685 241 669 51.56 53.41 1.84
票 3.7 2.5 0.3 0.3 0.3 　17区計 430 786 233 878 54.29 53.70 0.59

党 名、党 の 成が わった政党は、前回比をつけていない 　18区計 438 807 224 855 51.24 53.34 2.10

投票

増減

日本維新の会
維新の党

社会民主党

んなの党
次世代の党

日本 の党
生 の党

その の党

当日有権
者

投票者

前回投
票

社会民主党

んなの党
次世代の党

日本 の党
生 の党

その の党

無所属

比　　例　　代　　表

自由民主党

民主党
希望の党

立憲民主党

公明党

日本共産党

当日有権
者 人

投票者
人

投票

小　　選　　挙　　区

自由民主党

民主党
希望の党

立憲民主党

公明党

日本共産党

日本維新の会
維新の党

   
     

 

 

 
 

 
   

人
図表 内 者・投票者・投票 の

当日 者数 投票者数 投票
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図表 東 ロッ 　党 別当選者 ・ 票
小選挙区 2017年10月22日執行

党

議席 票 議席 票 議席 票 議席 票

自民 13 1 835 594 12 1 236 188 0 105 876 25 3 177 658

立憲 3 452 890 0 343 435 0 22 684 3 819 009

希望 1 843 640 0 553 702 0 9 719 1 1 407 061

公明 0 82 788 0 82 788

共産 0 371 626 0 212 529 0 26 734 0 610 889

維新 0 24 424 0 52 148 0 76 572

社民 0 38 242 0 10 713 0 48 955

その 0 12 828 7 119 0 19 947

無所属 1 197 089 1 131 024 2 244 973 4 573 086

　合計 18 3 859 121 13 2 539 739 2 417 105 33 6 815 965

比例代表
党

議席 票 議席 票 議席 票 議席 票

自民 4 1 333 286 1 880 887 1 142 441 2 8 2 356 614

立憲 2 931 340 3 585 221 0 95 864 0 5 1 612 425

希望 2 671 041 2 443 858 0 69 204 0 4 1 184 103

公明 0 424 905 0 310 302 0 51 954 2 2 787 161

共産 1 319 174 0 200 798 0 30 432 1 2 550 404

維新 1 154 043 0 100 962 0 14 269 0 1 269 274

社民 0 48 344 0 34 020 0 5 153 0 0 87 517

その 0 13 520 0 9 624 0 3 187 0 0 26 331

　合計 10 3 895 653 6 2 565 672 1 412 504 5 22 6 873 829

山 合計

山 合計比例

図表 東 ロッ 　党 別　議席 票の

議席 票 議席 票 2017 2014

年 5 3 195 438 6 2 233 560

年 26 3 129 695 6 2 020 043

年 24 3 286 996 8 2 321 609

７年 25 3 177 658 8 2 356 634 35 025

年 28 4 270 533 11 3 695 159

年 4 1 620 101 4 1 323 048

年 5 1 267 242 4 1 203 572 119 476

立憲民主党 ７年 3 452 890 5 1 612 425

希望の党 ７年 1 843 640 4 1 184 103

年 0 94 941 2 862 427

年 1 82 147 2 810 936

年 1 78 746 3 875 712

７年 0 82 788 2 787 461 88 251

年 0 353 620 1 601 299

年 0 546 918 1 447 890

年 0 901 720 3 813 634

７年 0 371 626 2 550 404 263 230

んなの党 年 2 916 931 3 951 294

年 0 286 966 3 1 443 270

年 1 621 520 4 1 053 221 390 049

維新の会 ７年 0 24 424 1 299 274

年 0 70 624 1 369 754

年 0 12 402 0 147 191

年 0 14 718 0 132 542

７年 0 38 242 0 87 517 45 025

生 の党 年 0 112 137 0 175 431 175 431

次世代の党 年 0 192 438 0 236 596 236 596

年 1 586 236 1 832 304

年 1 939 084 3 498 296

年 2 284 133 0 24 052

７年 1 209 917 0 26 331 2 279

年 34 8 571 392 22 8 594 503
年 34 7 534 244 22 7 641 968
年 33 6 759 550 22 6 836 369

７年 33 6 815 965 22 6 873 829 37 460

定 ・合計

自　民　党

民　主　党

公　明　党

共　産　党

小選挙区 比例区

維新の党

社　民　党

その ・無
所属

 共産党は、前回よりも

千票減らして 千票に

とどまっていた。これは、前回

す ての選挙区で候補者を 立

して小選挙区で めて 票

を超えていたが、今回は野党共

闘で 名に候補者を ったこ

とにより大きく減らすことにな

ったのである。

得  

 

関東ブロックの得票と

議席 分

 関東ブロック（神奈川 千

葉 ）の比例代表では、

党の得票率が大きく分かれ、議

席 分も自民 、立憲５、希望４、公明

２、共産２、維新１となっていた。以 、

表 、 表

 自民は、単独 名、重 立候補 名

を立てたが、前回より 千票 や

して 千票を獲得し、 議席を

確保した。比例代表単独の 名（

で 年の定数減による のため比

例単独 となった宮川 子 前職 、

元 ）と、神奈川４名（いずれも前職）、

千葉１名（新人）、 名（前職）

が比例で 当選した。

 立憲は、 めての選挙であったが小選

挙区の候補者 名を比例に重 立候補

さ たが、 千票を獲得し、自民

に ぐ 議席の獲得となった。この得

票は、前回の民主党の得た 票を

票も上回り、前 回の 票を

も上回るものであった。５議席の内 は、

神奈川 名（前職と新人）、千葉 名

（元 、新人 ）が比例で 当選した。

 希望は、単独 名と、小選挙区候補

図表 東 ロッ 　党 別当選者 ・ 票
小選挙区 2017年10月22日執行

党

議席 票 議席 票 議席 票 議席 票

自民 13 1 835 594 12 1 236 188 0 105 876 25 3 177 658

立憲 3 452 890 0 343 435 0 22 684 3 819 009

希望 1 843 640 0 553 702 0 9 719 1 1 407 061

公明 0 82 788 0 82 788

共産 0 371 626 0 212 529 0 26 734 0 610 889

維新 0 24 424 0 52 148 0 76 572

社民 0 38 242 0 10 713 0 48 955

その 0 12 828 7 119 0 19 947

無所属 1 197 089 1 131 024 2 244 973 4 573 086

　合計 18 3 859 121 13 2 539 739 2 417 105 33 6 815 965

比例代表
党

議席 票 議席 票 議席 票 議席 票

自民 4 1 333 286 1 880 887 1 142 441 2 8 2 356 614

立憲 2 931 340 3 585 221 0 95 864 0 5 1 612 425

希望 2 671 041 2 443 858 0 69 204 0 4 1 184 103

公明 0 424 905 0 310 302 0 51 954 2 2 787 161

共産 1 319 174 0 200 798 0 30 432 1 2 550 404

維新 1 154 043 0 100 962 0 14 269 0 1 269 274

社民 0 48 344 0 34 020 0 5 153 0 0 87 517

その 0 13 520 0 9 624 0 3 187 0 0 26 331

　合計 10 3 895 653 6 2 565 672 1 412 504 5 22 6 873 829

山 合計

山 合計比例

図表 東 ロッ 　党 別　議席 票の

議席 票 議席 票 2017 2014

年 5 3 195 438 6 2 233 560

年 26 3 129 695 6 2 020 043

年 24 3 286 996 8 2 321 609

７年 25 3 177 658 8 2 356 634 35 025

年 28 4 270 533 11 3 695 159

年 4 1 620 101 4 1 323 048

年 5 1 267 242 4 1 203 572 119 476

立憲民主党 ７年 3 452 890 5 1 612 425

希望の党 ７年 1 843 640 4 1 184 103

年 0 94 941 2 862 427

年 1 82 147 2 810 936

年 1 78 746 3 875 712

７年 0 82 788 2 787 461 88 251

年 0 353 620 1 601 299

年 0 546 918 1 447 890

年 0 901 720 3 813 634

７年 0 371 626 2 550 404 263 230

んなの党 年 2 916 931 3 951 294

年 0 286 966 3 1 443 270

年 1 621 520 4 1 053 221 390 049

維新の会 ７年 0 24 424 1 299 274

年 0 70 624 1 369 754

年 0 12 402 0 147 191

年 0 14 718 0 132 542

７年 0 38 242 0 87 517 45 025

生 の党 年 0 112 137 0 175 431 175 431

次世代の党 年 0 192 438 0 236 596 236 596

年 1 586 236 1 832 304

年 1 939 084 3 498 296

年 2 284 133 0 24 052

７年 1 209 917 0 26 331 2 279

年 34 8 571 392 22 8 594 503
年 34 7 534 244 22 7 641 968
年 33 6 759 550 22 6 836 369

７年 33 6 815 965 22 6 873 829 37 460

定 ・合計

自　民　党

民　主　党

公　明　党

共　産　党

小選挙区 比例区

維新の党

社　民　党

その ・無
所属

 共産党は、前回よりも

千票減らして 千票に

とどまっていた。これは、前回

す ての選挙区で候補者を 立

して小選挙区で めて 票

を超えていたが、今回は野党共

闘で 名に候補者を ったこ

とにより大きく減らすことにな

ったのである。

得  

 

関東ブロックの得票と

議席 分

 関東ブロック（神奈川 千

葉 ）の比例代表では、

党の得票率が大きく分かれ、議

席 分も自民 、立憲５、希望４、公明

２、共産２、維新１となっていた。以 、

表 、 表

 自民は、単独 名、重 立候補 名

を立てたが、前回より 千票 や

して 千票を獲得し、 議席を

確保した。比例代表単独の 名（

で 年の定数減による のため比

例単独 となった宮川 子 前職 、

元 ）と、神奈川４名（いずれも前職）、

千葉１名（新人）、 名（前職）

が比例で 当選した。

 立憲は、 めての選挙であったが小選

挙区の候補者 名を比例に重 立候補

さ たが、 千票を獲得し、自民

に ぐ 議席の獲得となった。この得

票は、前回の民主党の得た 票を

票も上回り、前 回の 票を

も上回るものであった。５議席の内 は、

神奈川 名（前職と新人）、千葉 名

（元 、新人 ）が比例で 当選した。

 希望は、単独 名と、小選挙区候補

24　自治研かながわ月報 2017年12月号（No.168）



名を重 立候補さ 重 としていた

が、 千票にとどまり、 議席の獲得

であった。当選者の内 はいずれも小選挙区

からの 当選で、神奈川 名（いずれも

前職）、千葉 名（いずれも前職）という

結 であった。この得票は 前回の民主の

得票に でいたが、 なことに民進が分

裂した結 として、立憲と希望の比例の得票

を合わ ると、前回の民主の得票よりも

倍以上の得票を得たことになる。

公明は、全員を比例単独で を けた名

を 出していたが、得票は前回より

千票も低い 千票で、前回よりも 議

席減らしてしまった。当選者はいずれも

期、 期の前職であるが、重 立候補をさ

ていなかった神奈川 区の上 は議席を

得ることができなかった。

共産は、 夫 員長を単独 にす

るなど単独 名、小選挙区との重 立候補

名の 名を名 に していた。得票は、

前回はこの制 になって最大の 票を得

ていたが、それよりも 票あまり減らし

て 票になり、議席も 名にとどまって

しまった。 員長と神奈川 区の 野

枝の 名（いずれも前職）が議席を得た。

維新の会は、 名の小選挙区の新人を重

立候補さ ていたが、得票は 千票で、

比例では った最後の 議席を獲得するこ

とになった。

社民党は、小選挙区に立った 名を重

立候補さ たが、前回よりも４ 千票減

らして 千票となり、議席を得られな

かった。幸福 現党も単独で新人 名を立

候補さ たが得票は 千票で議席に

かなかった。

神奈川県内の比例 当選は 名

 関東ブロック 名の当選者のうち、神

奈川県内では 名が比例 当選を たし

た。

 自民は、前回よりも 千票 やし

千票を獲得した（ 表 ）。この

ため、小選挙区で敗れた前職 区の 本

、新人 区の三 、前職 区の中

、前職 区の 野 が 当選した。

 立憲民主は、 千票を獲得した。

敗率で かった新人 区の中 一 が 当

選し、前職 区の が続いて 当選

した。

 希望は、 千票と前回の民主の得票

をやや上回る得票を得た。 敗率の かった

区の前職 本 と、 区の前職

後 一の 名が 当選した。

公明は、前回より 千票を減らして

千票を獲得したが、単独比例だけの

名 であったため 当選はなかった。

共産は、前回が過去最大の得票 千

票を得ていたため、今回は 千票減ら

して 千票となった。比例名 の

に されていた 区の 野 枝が し

て 期 に入ることになった。

維新は、 千票で、 関東ブロック

で最後の比例議席を 区で敗れた新人

一が 当選して 議席を得た。

社民は、前回より 減らして 千

票となり、党勢の えが 立ち、議席には

かなかった。幸福 現党も 千票で議

席を得られなかった。

 

（ ）  

投票率の変 と

 今回の総選挙に ける県内の投票率は、過

去最低の ％となり、前回よりも

ポイント低くなっていた。有権者は 回約

人 加しているにもかかわらず、投票

者がこの 回の選挙で減り続けている（

表 ）。 年の民主政権への 代選挙

では ％と現在の選挙制 になってから

最 の投票率が されて り、 年の
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図表 7

内・小選挙区 との投票

　1区計 427 736 220 248 51.49 53.78 2.29

　 区計 430 845 219 490 50.94 53.36 2.42

　３区計 433 774 207 608 47.86 50.65 2.78

　 区計 332 192 196 118 59.04 59.17 0.13
　 区計 462 505 240 344 51.97 54.28 2.31
　 区計 382 061 200 163 52.39 55.16 2.77
　７区計 434 882 224 374 51.59 53.88 2.28
　８区計 420 568 225 392 53.59 56.59 3.00
　 区計 327 305 180 171 55.05 56.66 1.61
　10区計 457 843 228 064 49.81 51.88 2.06
　11区計 386 677 201 511 52.11 54.50 2.39
　12区計 395 393 204 326 51.68 53.38 1.71
　13区計 460 572 233 351 50.67 52.29 1.63
　14区計 453 812 234 313 51.63 53.83 2.20
　15区計 469 287 241 134 51.38 52.75 1.36
　16区計 468 685 241 669 51.56 53.41 1.84
　17区計 430 786 233 878 54.29 53.70 0.59
　18区計 438 807 224 855 51.24 53.34 2.10
　　 計 7 613 730 3 957 009 51.97 53.88 1.91

比例区 7 613 730 3 956 832 51.97 53.88 1.91
内
内

当日有権
者 人

投票者
人

投票
前回投票

増減

2017年10月22日執行

697.8  707.9 
727.7  734.2  738.7 

761.4 

403.2 

474.9 
496.7 

439.5 

398.0  395.7 

57.78%
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人

図表 内 者・投票者・投票 の

当日 者数 投票者数 投票

政選挙では ％とそれに続く い投票

率であった。政権 代に よ、 政解散によ

る 選挙に よ国民の関 を が

あり、政 が身近に じられた選挙であった。

それが、 年以降は投票率が ％ に

ち 、今回の最低 に続いている。政

不 、政 への無関 が がってきているよ

うである。

 小選挙区別に投票率を ると、今回は 風

が 近していることもあってどこの選挙区で

も最低を している。その中でも 区

（ 神奈川区）では ％と いに

割を割り でしまっている。 に、

回 が続いている 区（ 区

子 葉 ）では ％と い投

票率が続いていた。（ 表 ）

 投票率に を与えるのは、 定の 持

する政党を持たない「無党 」の動向と

いわれている。自民 公明 共産などの

政党の 持者たちは 回 ず投票に行き、

一定の 票となっているのに対して、無

党 が投票に行けば投票率が上がり、

は がる結 になっている。そのことが、

票を持たない政党の得票と議席を

することになる。

出 から えるもの

 無党 の動向

 今回の選挙で、神奈川新 と共同 の

行った出 （ け

事）によると、それ れの政党 持

の動向が分かる。政党 持率では、自

民が ％で最も く、立憲が

％でこれに続き、希望が ％、

共産 ％、公明 ％などとなって

り、政党 持なしと えた人は

％となっていた（ 表 ）。

 この出 では、小選挙区では自

民がその 持 の 割以上を めて

％を獲得するものと 定し（ の投票

結 は ）、希望が ％（同 ）、

立憲が （同 ）％、共産が ％

（同 ）と 定していた。この出 の

結 は、 定 と（ ）内の の投票結

を比 すると、 正確であったことが分か

る。

 政党 持を持たない無党 が、小選挙区

でどの党に投票したかを たのが 表

である。無党 の投票 で最も多かったの

は、小選挙区では自民 ％で公明の ％
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社民1
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NA4
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比例区の投票

を合わ ると与党で ％になり、希望

％、立憲 ％、共産 ％などとな

っていた。比例では立憲の ％が最も多

く、自民の ％、希望 ％、共産

％などとなっていた。小選挙区、比例と

もに、立憲が 持政党を持っていない無党

で自公政権に 同できない人の け にな

っていたものといえる。

 同じように、 日新 の出 （神奈川

）によると、 ク に

いての意 が割れ、立憲民主が ク

に な の け になっていた が

えてきた。自公政権はこの 回の総選挙で

いずれも「 安定が第一」と ク

の成 を強 していたが、出 によると、

ク を「 する」は ％、「

しない」は ％で っ に割れていた

（ 表２ ）。

「 する」と えた人の比例区の投票

は、与党が自民 ％、公明 ％で、野党は

立憲民主 ％、希望 ％、共産 ％などと

なっていた。一方、「 しない」と えた

人の比例区の投票 は、自民 ％、公明 ％

と与党が一 に減り、野党は立憲民主 ％、

希望 ％、共産 ％などであった。投票

が 党に分散してはいるが、そのなかでも立

憲民主党が 持を集めていたことがわかる。

（ 表 ）

な 、この 事の中にも、「無党 」が

比例区でどの政党に投票したかを ると、最

多は立憲で ％、 いで自民が ％、希望

が ％などとなって り、無党 のなか

での立憲民主の人 の さが か とともに、

自民も 強い 持を得ていることがわかる。

前回の総選挙で民主党が神奈川でも敗北し、

小選挙区で 議席、比例 当選 議席に

とどまっていたことからすると、無党 の

け が立憲になっていたことから、立憲だ

けで前回の民

主の議席を確

保できたこと

になる。

また、神奈

川新 には、

年以降

の無党 の

県内小選挙区

に ける投票

自民, 33.8
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表
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内小選挙区に 無党派 の投票 議席

16 議席 1 議席 1 議席

3 議席 14 議席 1 議席

15 議席 1 議席 2 議席

14 議席 2 議席 1議席 1議席

13 議席 3 議席 1 議席 1議席

・共 の出 調 選挙結果

図表
2 10

と、その選挙の党 別議席獲得数が掲 さ

れていた（ ）。 年の

を追加して したのが 表 で

ある。無党 の投票 と議席数は ずしも

比例はしていないが、 別の選挙区に ける

投票行動では大きな を与えている。以 、

別の選挙区 とに ながら、 区に け

る無党 の動向を ていきたい。

 

ここでは、選挙区 との選挙結 を なが

ら、その を ることとしたい。な 、政

党 持 との 持 などは、神奈川

日 新 の事前 の内 を ントと

して け加えている。 に 区に ける無

党 の動向など「政党 持 別の得票内

」は神奈川 共同 の出 の

をもとに し したものを け加え

ている。

 

 自民 本 は、2 年前の 内 で 入

し、国 公安 員長と 当相を し

た。この をもとに 7 期 の当選を し

た。出身 である中区の

や を中 に 票を

手 くまとめ 行した。自

民 持 の と どの 持

を め、希望 持 の一

も り 安定 な いで、

千票を獲得して勝

利した。

立憲民主の は、

なの党で 議となり、

前回は維新の党から立候補

したが 本に敗れ比例

していた。今回は中道

から までの い

け となる く立憲から

立候補したが、政権 票の約 数に し、

無党 の一 もまとめながら、 本を追い

かけたが、 千票で かなかった。しか

し、 敗率では県内 の成 で比例

当選を たし、 期 の議席を獲得した。

 今年 の 長選に出 した長島一 は、

元 子 長、民主の衆院議員も していた

が、今回は希望の党の公認を得て立候補した。

長選と同 に「 対」を 掲

、無党 への が となっていたが、

得票は 千票で、 長選で獲得した得

票約 票にも かず敗退した。

 

 内 官房長官の菅 は、在 期 で 代

最長となり、 ポ ク ンとして い知名

を っている。 職にあるため本人は、

起大会に出席した数 だけの 元入りにと

どまっていた。しかし、 議のこ から

ってきた強 の の上に、 方議員を中

とした で自民 持 の と どを

め、無党 からも一 の 持を得て安定した

いをすすめてきた。 千票を獲得し

て 候補の約 倍の得票となり、 勝し

た。
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立憲民主の新人 野枝は、

の社員として しながら の

向上の 動に り 、民進党の公 に

して解散直前に民進の公認を得ていたが、

党分裂で立憲の公認を得て立候補した。し

かし、事前の 動ができず知名 が全

く不 していたため、 千票を得たが

議席には かなかった。 

希望の新人 本 は、 島区議を

めてきたが、この に 勝前衆院議員の

政 となり、今回希望の公認を得て

立候補した。 元になじ のない 候

補であったため、 千票にとどまり、

選した。 

共産の新人 大 は、 者などで

を 、 に 対の立 を明

確にして立候補した。野党一本 に向けた

動きを りながら立候補 を続けてい

たが、立憲との が に合わず立候補と

なった。立憲 希望などと無党 や政権

票を い合うかたちとなり、 千

票にとどまり、前回の三 の った

千票を大きく 回ることになり、

選した。 

神奈川  

月に 入 し、国 公安 員長

当相となって自民党県 会長も める小

が大きく する 開を て

いた。 から 代続く名 「小 ブ

ン 」を かした強 な をもち、自民

持 の と どをまとめ、無党 から

も一定の 持を得ていた。得票は 候補

の ブ となる 千票を獲得し

て大勝した。 

元衆院議員の勝 一

は、前回 区から

えして民主党からこの選

挙区で立候補したが、

選していた。今回は希望

の党が結成されるとすぐに民進を れて希

望に公認 を出して立候補した。希望

持 の と どを めたが、無党 への

が 割 にとどまり、希望の 持

が がらない中で 千票となり、当選

できなかった。 

無所属の 子は、 年の 方選

で民主党の公 で青葉区から県会議員に

当選したが、 年に 選した。 年の総選

挙で 区から民主党で立候補したが敗れ、

年にも県会に するも 選はかなわな

かった。今回は、立憲民主 の無所属と

して の衆院選となった。 めての

で知名 も低く 千票で敗れた。 

共産党の 進は、福 や社会保 の

を え 安倍政権の を てて いを

だ。しかし、前回 の った

千票に かず、 千票に わって

しまった。 

 

 

自民の前職 本 と無所属の前職

一 、立憲民主の新人 の３

候補が しく る事 上の三 どもえとなり、

一線の いを 開してきた。 

立憲民主党から立候補した は、民

主党の県会議員を 期 め、民進の衆院候

補に内定していた。解散後の希望の党から

の候補者選別に 発して、立憲民主からの

立候補となった。憲 正 対や 格差

の解 などを え、政権 票の 分 ど

をまとめ、無党 の一 にも い む

を た。 議 県議での と

自民, 4.3

5.2

公明, 0

共産, 8.9

立憲, 52.7

維新, 0.9

無党派  

の , 6.3

４区

（立憲）

党 の 票内図表2 11
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候補のさわやかさで を制して

千票を獲得し、 議席をものにした。 

自民公認で 月に 内 府 大 と

なった 本は、前回無所属の に敗れ比

例 となっていたが、今回は県 からの

全 もあり を さえて自民の公認

を勝ち っての出 である。自民 持 の

分しか め れていないといわれ、無党

への は く、党 がてこ入れを

ってきた。得票は 千票で前回を

千票も 回り、小選挙区での当選とはなら

なかったが、 敗率で県内 となったこ

とから比例で 当選した。 

は、前回は無所属、前 回は な

の党から出 し 勝してきていた。解散直

前に自民入りしたが公認は得られず、今回

も無所属での出 となった。民主の 院議

員からの い知名 を かし、無党 の

数近くに する か、自民 持 の一

にも い でいた。しかし、得票は

千票にとどまり、議席を得られなかっ

た。 

希望の新人 風 子は、 勝前衆院議

員の で、国 公 の として「

を くりたい」と立候補した。 元になじ

がなく知名 ッ が となっていたが、

わずか 千票で 選した。

を制した の勝 は、 表

で るように、立憲の 持 をしっかり め

きったことと、無党 の多くを り むこ

とができたこと、そして共産党の票を上

できたことにあるといえる。

 

 

総 内 府 大 を

める自民の が い

年代の 持を集める 勢を

保ち、安定した闘いをすす

めてきた。 月には

会長にも し に めを進め、自

民 持 の と どをまとめ、無党 の一

にも していた。その結 、 の候補

者を ブ で自 最 の得票であ

る 票を獲得して 期 の当選を たし

た。

希望の 岡憲 は、2011 年に民主で

から県会に しているが議席を得られて

いなかった。今回、 岡が希望の公認となっ

たため、維新で前回は比例 当選していた

が希望の公認を得られず、立候補を

した。 岡は 持 大を るが、伸

で り、6 7 千票を得たが小選挙区での

勝利はならなかった。 

共産の は、前 回から 3 回続けて

の立候補となった。 憲と安保 制には 対

を明確にして いをすすめ、前回より 1 3

千票を上 して 4 5 千票を得たが、政権

票は と 岡に 分されていたことか

ら、議席には かなかった。

 

選挙中の では、公明の上 が

行し、立憲民主の青 一 がこれに続き、

維新の 一が 人を追いかける 開とな

っていた。

前回は維新の党から、前 回は なの

党から立候補した青 一 は、いずれも

公明の上 に敗れ、それ れ比例 で当

選していた。今回は希望が公明候補の選挙

区には候補者を立てないことから、立憲民

主からの立候補となった。 元出身の強  

を かし、 などで ク に

代わる 政 を え、無党 の り

自民, 7.7

希望, 10.8

共産, 8.0

立憲, 39.9

維新, 0.5

無党派  

の , 5.4

区

（立憲）

党 の 票内図表2 12
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に になって いをすすめ、政権

票の 分をまとめたといわれた。最 に

は、青 がわずか 千 票の 差で け

出し、 で小選挙区からの 勝利を か

だ。 

県内の小選挙区で 一の公明候補の上

は、自民の も け 期 を した

が、比例代表に重 立候補 ずに の

で だ。自民、公明両党の現 が

日のように に入り、てこ入れをはかる

が、無党 への は一 にとどまって

いた。得票は 千票あまりで、前回よ

り 千票上回っていたが、青 に を

してしまった。比例に重 立候補をしてい

なかったため議席を得られなかった。 

県内で 一維新から出 した 一は、

の か大 院 として に

関わってきた。 年の 院選で した

が議席を得られず、維新の会の に共

して今回の立候補となった。 では

「 」を したが、無党 への

持が伸 、知名 ッ が とさ

れた。最 な得票は 千票で小選挙

区の議席は得られなかったが、比例で千葉

の 名の候補者の 敗率が ％ と低かっ

たため、 敗率 ％だった が比例

当選を たし、 めての議席を手にした。 

青 の小選挙区での勝利は、立憲民主の

持 を める一方で、 い候補者である

ことと 元出身であることから無党 か

らの 持が得票の３割を占めて り、共産

が候補者 立を ったことにより共産党

持 からの得票が め手になったものと

われる。 表  

（

） 

選を す自民の が、党青年

長として、また 官 出身としての

を かし いを有利に進めていた。

イ ントなどを重 て自民党 持 の

と どを め、公明 持 を め、無党

への 持 大に めた。選挙結 は、

が前回より 千票 やして 千票を

獲得して 回 の当選を たした。 

立憲民主の中 一 は、 年の県議選に

北区で当選し、前回は民主から立候補し

たが新人で知名 も低かったため大敗して

いた。今回は での 動を 道に続け、

選挙区での当選を していた。「 無

の 現」を え、立憲民主の 持 に

加えて、無党 の 割 に していた

が、政権 票を川野と い合う であ

った。選挙結 は 千票を獲得し、小

選挙区では敗れたものの、神奈川での 敗

率トッ となり比例で 当選となり、

議席を獲得した。 

希望の新人 川野 は、 勝前議員の

めた政 の で、 の社会進出を一

すすめるために国政を すことにした。

希望 持 の大 の 持を得ていたが、無

党 に していなかった。 元になじ

がなく、知名 も低かったことから、得

票は 千票にとどまり 選した。 

（

） 

民進党の分裂により無所属で出 するこ

とになった 憲 が、 い知名 と強

な で に立って選挙 をすすめた。

年の総選挙に無所属で当選して以 、

は なの党、維新の党と りながら

も 続当選を たしてきて り、 区は

の 城といわれてきた。政権 票の

分以上をまとめた か、無党 の 分以

上にも し、自民 持 の一 も り

でいるといわれていた。選挙の結 は、

前回よりも 千票上 した 千票を

獲得して 期 の議席を得た。 

自民から希望へ 党した福 前議員
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の後 として き 出 が まった元衆院

議員の三 は、 年に東京 区から

なの党で当選したが、 年に なが

解党して無所属となり 選した を持っ

ていた。自民党が政 の 現に一 近いと

自民党入りし、今回は国 えで 区からの

立候補となった。 方議員を中 に

めを るが、 元のなじ が少なく自民

持 の 数 どしか め れていないとい

われていた。得票は 千票を得たが小

選挙区では勝利できず、自民の 勝の流れ

に って比例で 当選でき、 期 の当

選となった。  

共産の加 は、子どもの に

り でいたが、前回の の得票に

千票 かずに 千票となり、議席を得

られなかった。 の大 は、元国

で を 営しているが

し、 千票にとどまった。

川 （

）  

希望の は、解散前に民進党を 党し

希望の党の結成に した。民主党内 では

大 を し、大 の

の を すなど一 して 行政に

を いできた。「政権 代 な 大政

党制」の 現を え、前回民主への 風の中

で 一の小選挙区当選を たした強 な

を持ち、無党 の 分に し、自民 持

の一 にも い だといわれていた。選

挙結 は、前回の得票を 千票 やす

千票を獲得し、 期 の当選を たした。

自民の中 は、前回と前 回は続けて

に敗れ比例 していたが、 や 制に

強く と社会保 の一 に力を いでき

た。安倍首相が選挙区へ に入るなどてこ

入れを るが、無党 への が一 にと

どまっていた。選挙結 は、 に対して

千票差にまで めて 票を獲得し、小選

挙区では敗れたものの、 敗率では県内

となって比例 して 選を たした。

共産の は、 いながら 国 の

もあり、日本の長 を める きと

して政 の に入った。立憲民主 持 に

も を るが、前回の同党 望の得

票より 千票を上 した 千票

を得たものの、議席には かなかった。

が勝利した としては、 表

のように、希望の 持 の多くと、候補者を

出さなかった立憲の 持 にしっかりと い

むとともに、無党 が 分の を占め

る得票を得ていたことが勝 であったと る

ことができる。

川 川  

（ ） 

自民 中 は、 大 政 官を

し、党でも 運動本 長や国 長な

どを してきた ンで、 議、県議

代からの を かし 期 を した。

年代の自民 持 と、公明 持 の と ど

を め、無党 の一 にも する勢いを

示していた。選挙結 は、前回と 同じの

千あまりを獲得し、 の候補に

ブ の差を けて 勝した。

希望の 川 子は、民主党

代から川崎 会と県会議員

を めてきたことから民進か

ら公認が予定されていた。解

散直前に希望が結成されると

民進を 党し希望入りを た

し、公認された。希望 持

自民, 10.4

希望, 28.2

公明, 2.4

共産, 4.1

立憲, 20.9

維新, 3.2

無党派  

の , 4.4

区

（希望）

党 の 票内図表2 13
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には く していったが、 中の い保

を すことができず、前回民主の城島

力の得票を約 9 千票 回る 5 8 千票にとど

まり、議席を得られなかった。 

共産の 野 枝は、 議院神奈川選挙区で

当選した や、 年衆院選で比例代表単

独で名 され当選を たし、今回も共産

が「 勝区」として全 する 制を え

た。共産 持 の と どと、候補を出さな

かった立憲民主 持 の一 から 持を け

ていたとされていた。選挙結 は、前回の同

党 中野 の得票を 千票上 し

て 千票を得たが、小選挙区では敗れ

ていた。 関東ブロックの比例名 の

で されていたことから比例での 当選

となり、議席を維持できた。

 

自民の「選挙の 」とし全国を 回る

事長代 の小 進 が、安定した いを進

めていた。前回は全国最多得票で当選して

り、小 一 元首相からの い を け

、候補者不在のまま県議 議らを中

とした をすすめてきた。自民 持 の

と どと公明 持 の大 を め、無党

の大 にも するといわれていた。得票

は 千票で、 続全国 にはならな

かったものの、 区の 野 に いで全

国 の大 得票で 勝した。

共産の は、 年、 年、

年に続いて の となった。「

に 子力 はいらない」と えながら、

安倍政権の に めをかけたいと えて

いた。前回は小 と一 打

ちで 千票 を っ

ていたが、今回は

千票も低い 千票に

とどまって 選した。

公示直前の出 表明とな

った希望の は、

大阪 大を し として して り、

大阪で自 の総 長も めた。安倍政権に

打 を与えられるならと 区へ国 えを選

した。新人で知名 も低く、政権 票を

共産と分け合って 持は伸 、得票は

千票であった。 の 行は、 千票

であった。

川  

前回比例 だった立憲の 知子と、

選を す自民の 野 が 一線の いで、

希望の が追いかける となっていた。

立憲民主の結成 ン として を

打ち出す は、「 」を る希望のや

り方に を え、「民主主 を な な

い」ために立憲に 加した。超党 で くる

「 発 ロの会」事 長として 発を

えてきた。同党 持 の と どと、「野党

共闘」として候補者を 立しなかった共産

持 の大 に し、無党 にも く い

む い 動を 開していった。選挙結

は、前回より約 千票上 する 千

票を獲得し、 めて小選挙区での勝利をもの

にした。

自民の 野は県議 代からの を かし、

方議員の も け、 産 政 官の

を かし「 ク の成 」を えて

いった。自民党 持 の 数以上を めると

ともに、公明との 立政権の成 を強 し同

党 持 の 数以上をまとめたといわれてい

た。結 は、前回からわずかに多く

千票を獲得したものの、 に 千票の

差で小選挙区では敗れたが、 敗率で県内

自民, 7.1

希望, 4.6

公明, 2.2

共産, 7.5

立憲, 43.9

維新, 1.3

無党派  

の , 6.8

12区

（立憲）

党 の 票内図表2 14
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となって比例で 当選を たした。

希望の は、公示 前に希望か

ら公認されたが、 議を 年 め、都

の などに り できた。 を

めていた 成 議院議員 元知事らの

を けて いをすすめてきたが、同党

持 の多くを めたものの、無党 の り

は不 分とされていた。そのため、得票

は 千票で議席に かなかった。

 知子の勝 は、 表 にあるよ

うに、立憲民主の 持 をしっかり かむと

ともに、無党 からもかなり多くの 持を

得ている。希望が候補者を 立して三 ども

えとなったが、共産が立候補を りやめたた

め、その の も加わって勝利に結 い

たものといえる。

（

）  

自民の 利明が、 い年代から手 く

持を集めて 勢を保ち、希望の と共産

の岡崎 は、それ れの党 持 を含め 分

に め れていない にあった。 

選を す自民の 利明が、 に

いを進めた。 当相として の

大 合意に向けて していたが、 の現

で を した。その後、 め

てとなる「 そ 選挙」となった。 回

を できることを に掲 、 な安

定を す政 を えていった。自民党 持

の と どと公明 持 も大 めたとさ

れていた。得票は、前回が自 最 となる

千票であったが、今回はそれには

ばないものの 千票で、 を ブ

で る大勝となった。

希望の は、民進党からの公認予定者

として まっていたが解散直前に民進党を

党し、希望の党に った。鹿児島県出身で

年 して 安全保 政 を できた。

国政への であり、現 な 安保政

の 進を主 してきたが、希望 持 の多

くに したものの、無党 の 持はわず

かにとどまったとされる。得票は、 千

票で、前回は民主が候補を 立 ず、前 回

に が 千票であったことからす

ると大きく票を やしたことになるが、議席

は得られなかった。

共産の岡崎 は、国政への と

なるが、選挙区内の 海 の

に 対の立 を え、 の

回も えていた。候補のいない立憲民主の

者への えを強めるが、政権 票を

と分け合って り となった。得票は、前

回の同党 良 の った票を 千上

して 千票であった。

（ ）

（ ） 

自民の内 府 大 の と、民進党

前県 代表の本 がしの を削る い

を 開した。

自民の は、県議出身で 年に 当

選したが、 年に本 に敗れ、 年以降は

本 に 勝して り、今回も の対 とな

った。 は、相 議らと した

した を 開し、分 いとされる後 会

を中 とした自民 持 の と どを

めた一方、公明 持 への にやや不安が

あったとされていた。しかし選挙結 は、前

回より 千票 ど減らしたものの 千

票を獲得して 期 の議席を獲得した。

解散後に希望へ合流した本 は、元 相

の の から県議に当選し、 年

に の後 者として衆院選で 当選したも

のの、 年の選挙で議席を失い、前回民主

の比例で 当選していた。県議 代から続

く後 会 に えられながら、希望の 持

の と どと、立憲民主 持 の 数近く

から 持を ける一方、無党 からは一

の 持にとどまるとされていた。選挙結 は、
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前回より 千票を上 して 千

票を獲得したが、小選挙区での勝利は得られ

なかった。しかし、希望の党の 敗率では県

内 であったことから比例で 当選を

たし、 期 の議席を得た。

共産の中野 は、前回に続いての で

あるが、共産 持 への えを強め、前回の

得票を 千票上 したものの、議席には

かなかった。

 

い知名 を る自民 野 が、 野

一 3 代 として の えを て、選挙

をすすめた。8 月の内 で、 子 代

続けて 大 に して全国を で

け り、 元での 動はわずか 2 日で 5

どとされていた。 に強い保 の

持 にささえられ、自民 持 の と ど

と、無党 にも く い 安定 な い

をすすめた。選挙結 は、 千票を獲

得して 勝し、全国 だった前回の得票

を上回り、 いに全国 の得票数となっ

た。 

社民から 一立候補した は、県

立 の 員出身で、県 の 員長を

えての立候補となった。 期 が く、

持者への がりに き、社民の か立憲の

持 にも い だものの、 しい いを

強いられた。得票は、3 8 千票と 野に大

きく をあけられてしまった。 

希望の は、民進党からの立候補を

予定していたが、希望の党に入り、希望が維

新と 分けて大阪で候補者を立てないこと

になったことから、選挙区

を神奈川に変えた。 は、

希望 持 の多くに 持が

まったものの、新しい

でなじ がなく 持は

がらなかった。結 は、

より 票という

差で 千票を得たが にとどまって

しまった。

（ ）

（ ）  

  （ ）  

自民の と、希望の後 一が、

年以 の しく う の い

が 開された。

「 ン 」として知名 が い自

民の は、 年の選挙で 元の

一 の を引き ぐ で 議院から

えして、後 との いに小選挙区で勝利

した。前回の選挙では、後 がわずかの差

で勝利したため、 は比例代表で 当

選となっていた。 は、 元後 会など

の と 持の い といわれる自民 持

の と どを めたとされていた。自民、

希望の両党が 憲に 成する中で現政権主

導の 憲 持者は に流れる 向にあっ

た。結 は、 が 票と前回よりも

千票 ど上 して、小選挙区で勝利して

を たした。 

後 一は、民進党県 代表であったが

月に するとともに 区の と一

に民進党を 党した。そして希望の結党

ン となっての立候補である。 元の

出身で、その同 会を中 とした後

会が 動を ていき、希望 持

の と どと、候補を立てない立憲民主

持 の 分近くの か、無党 にも  

していった。結 は、前回の得票を 千票

あまり 回る 千票となり、小選挙区

自民, 65.3

希望, 1.7

公明, 11.7
立憲, 2.8

維新, 0.8

無党派  

の , 2.5

16区

（自民）

党 の 票内図表2 15
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での勝利はならなかった。しかし、 敗率

は県内 であったことから比例での

当選を たすことができ、 期 の議席を

得た。 

共産の池 は、 年から の

となった。党 の長い池 は、憲

正 対を えるが、共産 持 だけでなく、

立憲民主の 持 から一定の 持を集めたと

されていた。得票は 千で、前回より

も 千票を上 したものの、議席には

かなかった。

の勝 を、 表 で ると、

に い自民党 持 をしっかりと めた

ことが分かるとともに、公明 持 を り

、無党 からも得票を得ていることが

えてきた。

 

上  

３選を う自民の 島かれ は、 野

元自民党総 から け いだ を かし、

一 け出す 開を ていた。 年に

自民党の 候補として 議席を得た 島は、

い からの 持も多く、 憲 の け に

もなっていた。 い保 に えられなが

ら自民、公明両党の 持 の と どを め

たといわれていた。選挙結 は、 前回

の 千票を得て 期 の議席を獲得

した。

前回は比例 となった神 は、民進

党が希望と合流することになって希望からの

立候補となった。 政 出身で、民主党

から 年に 当選したが 年の民主へ

の 風の中で議席を失った。 年の選挙で

は、乱立する野党の一本 に成 し、比例で

当選していた。 島と 回 の対 で、

希望 持 の と どを めたとされていた。

選挙結 は、前回よりも 千票上 でき

千票となったものの、希望への比例の

得票が少なく、比例 はならなかった。

共産の は、 年に続いての立

候補となった。共産 持 の と どと、立

憲民主 持 の 分から 持を得たが、無党

への を くとされていた。得票は

千票で前回の 福 の得票より 千

票上 したものの、議席には かなかった。

（ ）  

（ ） 

自民党川崎 会長の 大 が、

年に 当選し 年に議席を失ったが、

年に して今回は 選を していた。

この選挙区では の相手となる候補者が、

その都 乱立したり党 が変わったりして変

が しかったなかで、議席を維持してきた。

今回も は に立ち、自民 持 の と

どを め、 い年代から 持を け、公

明 持 からの 持は 数 にとどまると

されていた。選挙結 は、 千票を獲

得し、 年の大 得票した選挙に 得

票となり、 勝した。

希望の三 は、 年に２区から民

主の比例 で 議席を得ていたが、 年

に敗退し、前回は 区から立候補したが敗

れ、民進党の候補者 で 区に されて

いた。解散後、民進の方 に き希望に合

流した。三 は、希望の 持 の と どを

め、公明 持 の一 に い むなどして

いた。結 は、新しい選挙区になじめず、

千票にとどまり、議席を得られなかっ

た。

、三 の対抗 として 共産が 立

した は、 不 もあって を強

いられた。共産 持 の か、立憲民主 持

の一 にも していたとされた。選挙結

は、 票を得たが、議席には かなかっ

た。
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  （１） １ 神奈川県内の小選挙区 選挙結

  （２） ２ 第 回衆議院総選挙（小選挙区） 神奈川県内選挙結 比 表

  （３） ３ 安倍政権の５年  主な出 事

  （４） ４ （ 成 ）年以降の国政選挙の結 一 表
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選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 103,070 47.82 　 67 自民 前 員 代 比例
比当 78,019 36.20 75.70 　 42 立憲 民進 前 民進党 調 比例

34,433 15.98 33.41 　 50 希望 元 ・元 比例
215,522

当 123,218 57.11 　 68 自民 前 比例
47,191 21.87 38.30 　 43 立憲 新 社員 比例
28,635 13.27 23.24 　 48 希望 新 社 比例
16,699 7.74 13.55 　 60 共産 新 党 員

215,743

当 101,157 50.22 小 52 自民 前 公 員 比例
46,284 22.98 45.75 54 希望 元 比例
26,314 13.07 26.01 57 無所属 新 元 議
23,476 11.66 23.21 　進 44 共産 新 党 区 員
4,177 2.07 4.13 　 32 諸派 新 党 女性

201,408

当 67,020 34.76 58 立憲 新 元 議・ 議 比例
比当 55,700 28.89 83.11 　 42 自民 前 内 比例

51,495 26.70 76.84 53 無所属 前 元 の当代表
18,618 9.65 27.78 　 47 希望 新 社員 比例

192,833

当 120,068 51.61 　 52 自民 前 総務 内 比例
67,085 28.84 55.87 　憲 39 希望 新 投 社 員 比例
45,497 19.56 37.89 　 46 共産 新 党 区 員

232,650

当 86,291 44.59 48 立憲 民進 前 元民進党 員 比例
82,788 42.78 95.94 　 59 公明 前 党 代表

比当 24,424 12.62 28.30 　 59 維新 新 比例
193,503

当 103,324 47.00 　 40 自民 前 党 比例
比当 87,819 39.95 84.99 　 馬 34 立憲 民進 新 元 議 比例

28,685 13.05 27.76 　 35 希望 新 務所社員 比例
219,828

当 119,280 54.18 　憲 61 無所属 民進 前 元民進党代表代
比当 74,119 33.67 62.14 　 41 自民 元 ・元 の党 比例

21,241 9.65 17.81 加 　 45 共産 新 党 区 員
5,518 2.51 4.63 　 53 諸派 新 社

220,158
当 72,531 41.30 　 52 希望 前 元 比例

比当 70,819 40.32 97.64 　 49 自民 前 元衆議院議員 比例
32,290 18.38 44.52 　 26 共産 新

175,640

第 区

区・ 区・ 前区の

区・ 区・ 区の

第３区

区・ 区

第４区

区・ ・ ・

第 区

区・ 区・ 区

第 区

区・ 区

第７区

区・ 区の

第８区

区・ 区・ 区

第１区

区・ 区・ 区

第 区

選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 103,070 47.82 　 67 自民 前 員 代 比例
比当 78,019 36.20 75.70 　 42 立憲 民進 前 民進党 調 比例

34,433 15.98 33.41 　 50 希望 元 ・元 比例
215,522

当 123,218 57.11 　 68 自民 前 比例
47,191 21.87 38.30 　 43 立憲 新 社員 比例
28,635 13.27 23.24 　 48 希望 新 社 比例
16,699 7.74 13.55 　 60 共産 新 党 員

215,743

当 101,157 50.22 小 52 自民 前 公 員 比例
46,284 22.98 45.75 54 希望 元 比例
26,314 13.07 26.01 57 無所属 新 元 議
23,476 11.66 23.21 　進 44 共産 新 党 区 員
4,177 2.07 4.13 　 32 諸派 新 党 女性

201,408

当 67,020 34.76 58 立憲 新 元 議・ 議 比例
比当 55,700 28.89 83.11 　 42 自民 前 内 比例

51,495 26.70 76.84 53 無所属 前 元 の当代表
18,618 9.65 27.78 　 47 希望 新 社員 比例

192,833

当 120,068 51.61 　 52 自民 前 総務 内 比例
67,085 28.84 55.87 　憲 39 希望 新 投 社 員 比例
45,497 19.56 37.89 　 46 共産 新 党 区 員

232,650

当 86,291 44.59 48 立憲 民進 前 元民進党 員 比例
82,788 42.78 95.94 　 59 公明 前 党 代表

比当 24,424 12.62 28.30 　 59 維新 新 比例
193,503

当 103,324 47.00 　 40 自民 前 党 比例
比当 87,819 39.95 84.99 　 馬 34 立憲 民進 新 元 議 比例

28,685 13.05 27.76 　 35 希望 新 務所社員 比例
219,828

当 119,280 54.18 　憲 61 無所属 民進 前 元民進党代表代
比当 74,119 33.67 62.14 　 41 自民 元 ・元 の党 比例

21,241 9.65 17.81 加 　 45 共産 新 党 区 員
5,518 2.51 4.63 　 53 諸派 新 社

220,158
当 72,531 41.30 　 52 希望 前 元 比例

比当 70,819 40.32 97.64 　 49 自民 前 元衆議院議員 比例
32,290 18.38 44.52 　 26 共産 新

175,640

選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 113,824 51.46 　 68 自民 前 元 比例
58,053 26.25 51.00 　 53 希望 新 元 議・ 議比例

比当 49,305 22.29 43.32 　 60 共産 前 党 員 比例
221,182

当 154,761 78.02 小 進 36 自民 前 党
21,874 11.03 14.13 　 65 共産 新 党 区 員
18,583 9.37 12.01 41 希望 自 新 ・ 社社 比例
3,133 1.58 2.02 　 67 諸派 新 元 立

198,351

当 86,550 43.20 　 69 立憲 民進 前 小 比例
比当 83,924 41.89 96.97 　 54 自民 前 元 産 務 比例

29,852 14.90 34.49 　 43 希望 新 元 議 比例

第 区

区・ 区・ 前区の

第10区

区・ 区・ 区の

第11区

・

第12区

区・ 区・ 区の
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区・ 区・ 区

第 区

区・ 区
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区・ 区の

第８区

区・ 区
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第１区

区・ 区・ 区

第 区

選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 103,070 47.82 　 67 自民 前 員 代 比例
比当 78,019 36.20 75.70 　 42 立憲 民進 前 民進党 調 比例

34,433 15.98 33.41 　 50 希望 元 ・元 比例
215,522

当 123,218 57.11 　 68 自民 前 比例
47,191 21.87 38.30 　 43 立憲 新 社員 比例
28,635 13.27 23.24 　 48 希望 新 社 比例
16,699 7.74 13.55 　 60 共産 新 党 員

215,743

当 101,157 50.22 小 52 自民 前 公 員 比例
46,284 22.98 45.75 54 希望 元 比例
26,314 13.07 26.01 57 無所属 新 元 議
23,476 11.66 23.21 　進 44 共産 新 党 区 員
4,177 2.07 4.13 　 32 諸派 新 党 女性

201,408

当 67,020 34.76 58 立憲 新 元 議・ 議 比例
比当 55,700 28.89 83.11 　 42 自民 前 内 比例

51,495 26.70 76.84 53 無所属 前 元 の当代表
18,618 9.65 27.78 　 47 希望 新 社員 比例

192,833

当 120,068 51.61 　 52 自民 前 総務 内 比例
67,085 28.84 55.87 　憲 39 希望 新 投 社 員 比例
45,497 19.56 37.89 　 46 共産 新 党 区 員

232,650

当 86,291 44.59 48 立憲 民進 前 元民進党 員 比例
82,788 42.78 95.94 　 59 公明 前 党 代表

比当 24,424 12.62 28.30 　 59 維新 新 比例
193,503

当 103,324 47.00 　 40 自民 前 党 比例
比当 87,819 39.95 84.99 　 馬 34 立憲 民進 新 元 議 比例

28,685 13.05 27.76 　 35 希望 新 務所社員 比例
219,828

当 119,280 54.18 　憲 61 無所属 民進 前 元民進党代表代
比当 74,119 33.67 62.14 　 41 自民 元 ・元 の党 比例

21,241 9.65 17.81 加 　 45 共産 新 党 区 員
5,518 2.51 4.63 　 53 諸派 新 社

220,158
当 72,531 41.30 　 52 希望 前 元 比例

比当 70,819 40.32 97.64 　 49 自民 前 元衆議院議員 比例
32,290 18.38 44.52 　 26 共産 新

175,640

選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 113,824 51.46 　 68 自民 前 元 比例
58,053 26.25 51.00 　 53 希望 新 元 議・ 議比例

比当 49,305 22.29 43.32 　 60 共産 前 党 員 比例
221,182

当 154,761 78.02 小 進 36 自民 前 党
21,874 11.03 14.13 　 65 共産 新 党 区 員
18,583 9.37 12.01 41 希望 自 新 ・ 社社 比例
3,133 1.58 2.02 　 67 諸派 新 元 立

198,351

当 86,550 43.20 　 69 立憲 民進 前 小 比例
比当 83,924 41.89 96.97 　 54 自民 前 元 産 務 比例

29,852 14.90 34.49 　 43 希望 新 元 議 比例
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第１区

区・ 区・ 区

第 区
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選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 103,070 47.82 　 67 自民 前 員 代 比例
比当 78,019 36.20 75.70 　 42 立憲 民進 前 民進党 調 比例

34,433 15.98 33.41 　 50 希望 元 ・元 比例
215,522

当 123,218 57.11 　 68 自民 前 比例
47,191 21.87 38.30 　 43 立憲 新 社員 比例
28,635 13.27 23.24 　 48 希望 新 社 比例
16,699 7.74 13.55 　 60 共産 新 党 員

215,743

当 101,157 50.22 小 52 自民 前 公 員 比例
46,284 22.98 45.75 54 希望 元 比例
26,314 13.07 26.01 57 無所属 新 元 議
23,476 11.66 23.21 　進 44 共産 新 党 区 員
4,177 2.07 4.13 　 32 諸派 新 党 女性

201,408

当 67,020 34.76 58 立憲 新 元 議・ 議 比例
比当 55,700 28.89 83.11 　 42 自民 前 内 比例

51,495 26.70 76.84 53 無所属 前 元 の当代表
18,618 9.65 27.78 　 47 希望 新 社員 比例

192,833

当 120,068 51.61 　 52 自民 前 総務 内 比例
67,085 28.84 55.87 　憲 39 希望 新 投 社 員 比例
45,497 19.56 37.89 　 46 共産 新 党 区 員

232,650

当 86,291 44.59 48 立憲 民進 前 元民進党 員 比例
82,788 42.78 95.94 　 59 公明 前 党 代表

比当 24,424 12.62 28.30 　 59 維新 新 比例
193,503

当 103,324 47.00 　 40 自民 前 党 比例
比当 87,819 39.95 84.99 　 馬 34 立憲 民進 新 元 議 比例

28,685 13.05 27.76 　 35 希望 新 務所社員 比例
219,828

当 119,280 54.18 　憲 61 無所属 民進 前 元民進党代表代
比当 74,119 33.67 62.14 　 41 自民 元 ・元 の党 比例

21,241 9.65 17.81 加 　 45 共産 新 党 区 員
5,518 2.51 4.63 　 53 諸派 新 社

220,158
当 72,531 41.30 　 52 希望 前 元 比例

比当 70,819 40.32 97.64 　 49 自民 前 元衆議院議員 比例
32,290 18.38 44.52 　 26 共産 新

175,640

第 区

区・ 区・ 前区の

区・ 区・ 区の

第３区

区・ 区

第４区

区・ ・ ・

第 区

区・ 区・ 区

第 区

区・ 区

第７区

区・ 区の

第８区

区・ 区・ 区

第１区

区・ 区・ 区

第 区

選挙区 当 票 票 名前 党
解散
の所属

新 重複

当 113,824 51.46 　 68 自民 前 元 比例
58,053 26.25 51.00 　 53 希望 新 元 議・ 議比例

比当 49,305 22.29 43.32 　 60 共産 前 党 員 比例
221,182

当 154,761 78.02 小 進 36 自民 前 党
21,874 11.03 14.13 　 65 共産 新 党 区 員
18,583 9.37 12.01 41 希望 自 新 ・ 社社 比例
3,133 1.58 2.02 　 67 諸派 新 元 立

198,351

当 86,550 43.20 　 69 立憲 民進 前 小 比例
比当 83,924 41.89 96.97 　 54 自民 前 元 産 務 比例

29,852 14.90 34.49 　 43 希望 新 元 議 比例
200,326

当 127,214 56.14 　明 68 自民 前 元 比例
62,779 27.70 49.35 　 40 希望 新 社 員 比例
36,627 16.16 28.79 　 39 共産 新 党 員 比例

226,620

当 105,953 46.48 　 49 自民 前 内 ・ 比例
比当 94,348 41.39 89.05 47 希望 民進 前 民進党 代表 比例

27,640 12.13 26.09 　 69 共産 新 党 区 員
227,941

当 159,647 67.63 　 54 自民 前 比例
38,242 16.20 23.95 62 社民 新 党 代表 比例
38,162 16.17 23.90 　 53 希望 民進 新 比例

236,051

当 110,508 46.91 　 46 自民 前 党 務 比例
比当 96,128 40.81 86.99 後 　 48 希望 前 元民進党 代表 比例

28,927 12.28 26.18 　 54 共産 新 党 区 員
235,563

当 117,003 51.27 40 自民 前 党 比例
83,407 36.55 71.29 　 42 希望 民進 前 元衆院内 比例
27,798 12.18 23.76 　 59 共産 新 党 員

228,208

当 111,285 51.14 49 自民 前 党 ・ 比例
66,057 30.36 59.36 　 42 希望 民進 元 元民主党 調 補 比例
40,252 18.50 36.17 　 32 共産 新 党 員 比例

217,594
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区・ 前区・ 区の

第15区

・ ・
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区・ 区・ ・ 勢 ・ ・ の

第17区

小 ・ ・ ・ ・

区・ 区・ 区の

第10区

区・ 区・ 区の

第11区

・

第12区

・

第13区

・ 名 ・ ・ の

第14区
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第43～48回(2003～2017年）　衆議院総選挙　小選挙区・比例区　神奈川県内選挙結果　比較

党派名区分 投票者数 投票率 有効投票

開票区名 得票数 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率
03年 小選挙区県計 6,977,974 4,031,631 57.78% 3,919,856 1,726,125 44.0% 1,526,057 38.9% 82,268 2.1%

全県 05年 小選挙区県計 7,079,406 4,748,564 67.08% 4,651,413 2,435,656 52.4% 1,564,457 33.6% 123,040 2.6%
09年 小選挙区県計 7,276,981 4,967,216 68.26% 4,869,354 1,778,461 36.5% 2,328,108 47.8% 94,941 1.9%
12年 小選挙区県計 7,342,072 4,395,414 59.87% 4,254,398 1,761,971 41.4% 837,909 19.7% 82,147 1.9%
14年 小選挙区県計 7,386,868 3,980,246 53.88% 3,855,817 1,852,678 48.0% 624,606 16.2% 78,746 2.0%
17年 小選挙区県計 7,613,730 3,957,009 51.97% 3,859,121 1,835,594 47.6% 843,640 21.9% 452,890 11.7% 82,788 2.2%

　前回との比較 226,862 △ 23,237 -1.91% 3,304 △ 17,084 -0.5% 219,034 5.7% 4,042 0.1%

候補者名 松本　 純 佐藤謙一郎
03年 第１区計 405,074 240,118 59.28% 234,934 111,730 47.6% 97,630 41.6%

候補者名 松本　 純 佐藤謙一郎
05年 第1区計 413,952 282,349 68.21% 277,519 161,702 58.3% 95,601 34.4%

候補者名 松本　純 中林美恵子
１区 09年 第1区計 420,265 286,399 68.15% 281,178 117,840 41.9% 135,211 48.1%

候補者名 松本　純 中林美恵子
12年 第1区計 418,323 252,068 60.26% 245,733 101,238 41.2% 50,927 20.7%

　候補者名 松本　純
14年 第1区計 418,500 225,086 53.78% 217,370 113,844 52.4%

　候補者名 松本　純 長島一由 篠原　豪
17年 第1区計 427,736 220,248 51.49% 215,522 103,070 47.8% 34,433 16.0% 78,019 36.2%

　前回との比較 9,236 △ 4,838 -2.29% △ 1,848 △ 10,774 -4.6%
候補者名 菅　  義偉 大出　　彰

03年 第２区計 411,305 238,818 58.05% 231,898 115,495 49.8% 93,406 40.3%
候補者名 菅　　義偉 大出　　彰

05年 第2区計 416,854 280,387 67.26% 274,118 160,111 58.4% 91,723 33.5%
候補者名 菅　義偉 三村和也

２区 09年 第2区計 424,028 289,602 68.30% 284,358 132,270 46.5% 131,722 46.3%
候補者名 菅　義偉 三村和也

12年 第２区計 424,090 251,215 59.24% 238,289 138,040 57.9% 71,302 29.9%
　候補者名 菅　義偉

14年 第２区計 423,383 225,923 53.36% 217,214 147,087 67.7%
　候補者名 菅　義偉 橋下久美 高橋野枝

17年 第２区計 430,845 219,490 50.94% 215,743 123,218 57.1% 28,635 13.3% 47,191 21.9%
　前回との比較 7,462 △ 6,433 -2.42% △ 1,471 △ 23,869 -10.6%

候補者名 小此木八郎 加藤　尚彦
03年 第３区計 389,796 213,241 54.71% 206,717 91,207 44.1% 81,996 39.7%

候補者名 小此木八郎 加藤　尚彦
05年 第３区計 396,711 253,530 63.91% 247,810 131,831 53.2% 76,625 30.9%

候補者名 小此木八郎 岡本英子
３区 09年 第3区計 407,479 265,185 65.08% 259,755 89,588 34.5% 125,856 48.5%

　候補者名 小此木八郎 勝又恒一郎
12年 第３区計 413,592 237,614 57.45% 231,095 85,451 37.0% 34,738 15.0%

　候補者名 小此木八郎 勝又恒一郎
14年 第３区計 419,186 212,297 50.64% 203,891 102,323 50.2% 50,199 24.6%

　候補者名 小此木八郎 勝又恒一郎
17年 第３区計 433,774 207,608 47.86% 201,408 101,157 50.2% 46,284 23.0%

　前回との比較 14,588 △ 4,689 -2.8% △ 2,483 △ 1,166 0.0% △ 3,915 -1.6%
候補者名 林　　  潤 大石　尚子

03年 第４区計 321,246 196,491 61.17% 190,958 74,266 38.9% 89,515 46.9%
候補者名 林　　　潤 大石　尚子

05年 第4区計 326,976 232,223 71.02% 227,679 119,618 52.5% 78,326 34.4%
候補者名 林　　潤 長島一由

４区 09年 第4区計 331,102 239,184 72.24% 234,591 64,006 27.3% 89,082 38.0%
候補者名 山本朋広 荻原隆宏

12年 第４区計 329,966 212,573 64.42% 206,586 57,542 27.9% 33,022 16.0%
　候補者名 山本朋広

14年 第４区計 327,687 193,879 59.17% 189,238 61,479 32.5%
　候補者名 山本朋広 風間法子 早稲田夕季

17年 第４区計 332,192 196,118 59.04% 192,833 55,700 28.9% 18,618 9.7% 67,020 34.8%
　前回との比較 4,505 2,239 -0.13% 3,595 △ 5,779 -3.6%
候補者名 坂井　　学 田中 慶秋

03年 第５区計 427,433 254,585 59.56% 246,188 91,513 37.2% 123,905 50.3%
候補者名 坂井　　学 田中　慶秋

05年 第5区計 435,029 302,920 69.63% 296,840 151,617 51.1% 114,816 38.7%
候補者名 坂井　学 田中慶秋

５区 09年 第5区計 447,549 313,855 70.13% 306,901 116,468 37.9% 156,328 50.9%
候補者名 坂井　学 田中慶秋

12年 第５区計 448,705 273,199 60.89% 264,488 107,796 40.8% 30,494 11.5%
　候補者名 坂井　学

14年 第５区計 450,157 244,339 54.28% 236,529 112,963 47.8%
　候補者名 坂井　　学 吉岡憲史

17年 第５区計 462,505 240,344 51.97% 232,650 120,068 51.6% 67,085 28.8%
　前回との比較 12,348 △ 3,995 -2.3% △ 3,879 7,105 3.8%

候補者名 池田  元久 上田　　勇
03年 第６区計 373,824 228,797 61.20% 224,082 81,733 36.5% 82,268 36.7%

候補者名 池田　元久 上田　　勇
05年 第6区計 372,012 255,742 68.75% 246,615 102,429 41.5% 123,040 49.9%

候補者名 池田元久 上田　　勇
６区 09年 第6区計 374,762 262,991 70.18% 255,387 132,192 51.8% 94,941 37.2%

　候補者名 池田元久 上田　勇
12年 第6区計 373,384 229,071 61.35% 219,846 51,819 23.6% 82,147 37.4%

　候補者名 三村和也 上田　勇
14年 第6区計 373,105 205,789 55.16% 197,591 43,464 22.0% 78,746 39.9%

　候補者名 青柳陽一郎 上田　勇
17年 第６区計 382,061 200,163 52.39% 193,503 86,291 44.6% 82,788 42.8%

　前回との比較 8,956 △ 5,626 -2.8% △ 4,088 42,827 22.6% 4,042 2.9%

当日有権
者数

自由民主党 民主党 ⑰希望の党 公明党立憲民主党

（ ）第 回衆議院総選挙（小選挙区） 神奈川県内選挙結 比 表

党 名区分 投票者 投票 有 投票

開票区名 票 票 票 票 票 票 票 票 票

03年 小選挙区 計 6 977 974 4 031 631 57.78 3 919 856 1 726 125 44.0 1 526 057 38.9 82 268 2.1
全 05年 小選挙区 計 7 079 406 4 748 564 67.08 4 651 413 2 435 656 52.4 1 564 457 33.6 123 040 2.6

09年 小選挙区 計 7 276 981 4 967 216 68.26 4 869 354 1 778 461 36.5 2 328 108 47.8 94 941 1.9
12年 小選挙区 計 7 342 072 4 395 414 59.87 4 254 398 1 761 971 41.4 837 909 19.7 82 147 1.9
14年 小選挙区 計 7 386 868 3 980 246 53.88 3 855 817 1 852 678 48.0 624 606 16.2 78 746 2.0
17年 小選挙区 計 7 613 730 3 957 009 51.97 3 859 121 1 835 594 47.6 843 640 21.9 452 890 11.7 82 788 2.2

　前回との比 226 862 23 237 1.91 3 304 17 084 0.5 219 034 5.7 4 042 0.1

候補者名 本　 藤 一郎
03年 第 区計 405 074 240 118 59.28 234 934 111 730 47.6 97 630 41.6

候補者名 本　 藤 一郎
05年 第1区計 413 952 282 349 68.21 277 519 161 702 58.3 95 601 34.4

候補者名 本　 中
区 09年 第1区計 420 265 286 399 68.15 281 178 117 840 41.9 135 211 48.1

候補者名 本　 中
12年 第1区計 418 323 252 068 60.26 245 733 101 238 41.2 50 927 20.7

　候補者名 本　
14年 第1区計 418 500 225 086 53.78 217 370 113 844 52.4

　候補者名 本　 長 一由 原　豪
17年 第1区計 427 736 220 248 51.49 215 522 103 070 47.8 34 433 16.0 78 019 36.2

　前回との比 9 236 4 838 2.29 1 848 10 774 4.6

候補者名 　 義 大出　　
03年 第 区計 411 305 238 818 58.05 231 898 115 495 49.8 93 406 40.3

候補者名 　　義 大出　　
05年 第2区計 416 854 280 387 67.26 274 118 160 111 58.4 91 723 33.5

候補者名 　義 三
区 09年 第2区計 424 028 289 602 68.30 284 358 132 270 46.5 131 722 46.3

候補者名 　義 三
12年 第 区計 424 090 251 215 59.24 238 289 138 040 57.9 71 302 29.9

　候補者名 　義
14年 第 区計 423 383 225 923 53.36 217 214 147 087 67.7

　候補者名 　義 野枝
17年 第 区計 430 845 219 490 50.94 215 743 123 218 57.1 28 635 13.3 47 191 21.9

　前回との比 7 462 6 433 2.42 1 471 23 869 10.6

候補者名 小 郎 加藤　
03年 第３区計 389 796 213 241 54.71 206 717 91 207 44.1 81 996 39.7

候補者名 小 郎 加藤　
05年 第３区計 396 711 253 530 63.91 247 810 131 831 53.2 76 625 30.9

候補者名 小 郎 本
３区 09年 第3区計 407 479 265 185 65.08 259 755 89 588 34.5 125 856 48.5

　候補者名 小 郎 勝 一郎
12年 第３区計 413 592 237 614 57.45 231 095 85 451 37.0 34 738 15.0

　候補者名 小 郎 勝 一郎
14年 第３区計 419 186 212 297 50.64 203 891 102 323 50.2 50 199 24.6

　候補者名 小 郎 勝 一郎
17年 第３区計 433 774 207 608 47.86 201 408 101 157 50.2 46 284 23.0

　前回との比 14 588 4 689 2.8 2 483 1 166 0.0 3 915 1.6

候補者名 　　 大石　
03年 第 区計 321 246 196 491 61.17 190 958 74 266 38.9 89 515 46.9

候補者名 　　　 大石　
05年 第4区計 326 976 232 223 71.02 227 679 119 618 52.5 78 326 34.4

候補者名 　　 長 一由
区 09年 第4区計 331 102 239 184 72.24 234 591 64 006 27.3 89 082 38.0

候補者名 山本 原 宏
12年 第 区計 329 966 212 573 64.42 206 586 57 542 27.9 33 022 16.0

　候補者名 山本
14年 第 区計 327 687 193 879 59.17 189 238 61 479 32.5

　候補者名 山本 間法
17年 第 区計 332 192 196 118 59.04 192 833 55 700 28.9 18 618 9.7 67 020 34.8

　前回との比 4 505 2 239 0.13 3 595 5 779 3.6

候補者名 　　学 中
03年 第 区計 427 433 254 585 59.56 246 188 91 513 37.2 123 905 50.3

候補者名 　　学 中　
05年 第5区計 435 029 302 920 69.63 296 840 151 617 51.1 114 816 38.7

候補者名 　学 中
区 09年 第5区計 447 549 313 855 70.13 306 901 116 468 37.9 156 328 50.9

候補者名 　学 中
12年 第 区計 448 705 273 199 60.89 264 488 107 796 40.8 30 494 11.5

　候補者名 　学
14年 第 区計 450 157 244 339 54.28 236 529 112 963 47.8

　候補者名 　　学 憲史
17年 第 区計 462 505 240 344 51.97 232 650 120 068 51.6 67 085 28.8

　前回との比 12 348 3 995 2.3 3 879 7 105 3.8

候補者名 池 上 　　
03年 第 区計 373 824 228 797 61.20 224 082 81 733 36.5 82 268 36.7

候補者名 池 　 上 　　
05年 第6区計 372 012 255 742 68.75 246 615 102 429 41.5 123 040 49.9

候補者名 池 上 　　
区 09年 第6区計 374 762 262 991 70.18 255 387 132 192 51.8 94 941 37.2

　候補者名 池 上 　
12年 第6区計 373 384 229 071 61.35 219 846 51 819 23.6 82 147 37.4

　候補者名 三 上 　
14年 第6区計 373 105 205 789 55.16 197 591 43 464 22.0 78 746 39.9

　候補者名 一郎 上 　
17年 第 区計 382 061 200 163 52.39 193 503 86 291 44.6 82 788 42.8

　前回との比 8 956 5 626 2.8 4 088 42 827 22.6 4 042 2.9

立憲民主党当日有権者 自由民主党 民主党 希望の党 公明党
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2014年選挙前 の党・日本 の党 党 の 一 の 結党 党 前回との比較

党派名区分

開票区名 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 効数 効率
03年 小選挙区県計 315,014 8.0% 95,327 2.4% 175,069 4.5% 111,775 2.9%

全県 05年 小選挙区県計 361,175 7.8% 35,133 0.8% 28,498 0.6% 103,454 2.2% 97,151 2.0%
09年 小選挙区県計 252,201 5.2% 43,688 0.9% 234,213 4.8% 65,333 1.3% 65,333 1.3% 69,649 1.4%
12年 小選挙区県計 327,031 7.7% 325,337 7.6% 6,306 0.1% 730,634 17.2% 179,442 4.2% 3,620 0.1% 141,016 3.2%
14年 小選挙区県計 509,271 13.2% 446,623 11.6% 126,682 1.1% 43,116 3.3% 174,095 4.5% 124,429 3.1%
17年 小選挙区県計 371,626 9.6% 24,424 0.6% 38,242 1.0% 12,828 0.3% 197,089 5.1% 97,793 2.5%

　前回との比較 -3.6% △ 422,199 -11.0% 22,994 0.6% △ 26,636 -0.7%

候補者名 中 　 子 林　　 三
03年 第１区計 15,331 6.5% 10,243 4.4% 5,184 2.2%

候補者名 高山　　
05年 第1区計 20,216 7.3% 4,830 1.7%

候補者名   子 山本 一
１区 09年 第1区計 18,898 6.7% 9,229 3.3% 5,221 1.8%

候補者名 明石　 松本　 一 山下
12年 第1区計 15,664 6.4% 41,199 16.8% 36,706 14.9% 6,337 2.5%

　候補者名 明石　 篠原　豪
14年 第1区計 35,465 31.2% 74,061 34.1% 7,716 3.4%

　候補者名
17年 第1区計 4,724 2.1%

　前回との比較 19,801 24.8% 32,862 17.3% △ 36,706 -14.9% △ 2,992 -1.3%
候補者名 川美和子

03年 第２区計 22,997 9.9% 6,920 3.0%
候補者名 子

05年 第2区計 22,284 8.1% 6,269 2.2%
候補者名 高山　

２区 09年 第2区計 20,366 7.2% 5,244 1.8%
候補者名 明

12年 第２区計 28,947 12.1% 12,926 5.1%
　候補者名 三 恵美 岡本 三

14年 第２区計 47,119 21.7% 23,011 10.6% 8,709 3.9%
　候補者名 大

17年 第２区計 16,699 7.7% 3,744 1.7%
　前回との比較 △ 30,420 -14.0% △ 4,965 -2.2%

候補者名 大 　　 和田　　 山下 一郎
03年 第３区計 18,867 9.1% 10,158 4.9% 4,489 2.2% 6,524 3.2%

候補者名 大 　　 野　 久
05年 第３区計 21,810 8.8% 12,537 5.1% 5,720 2.3%

候補者名 彦 加藤 法 島 山下 一郎
３区 09年 第3区計 19,419 7.5% 20,407 7.9% 2,206 0.8% 2,279 0.9% 5,430 2.0%

　候補者名 本橋 高橋 由美 史 岡本英子
12年 第３区計 16,773 7.3% 39,781 17.2% 32,189 13.9% 22,163 9.6% 6,519 2.7%

　候補者名 木 木 田
14年 第３区計 31,853 15.6% 19,516 9.6% 8,406 4.0%

　候補者名 　 子 藤久美子
17年 第３区計 23,476 11.7% 4,177 2.1% 26,314 13.1% 6,201 3.0%

　前回との比較 △ 8,377 -3.9% △ 2,205 -1.0%
候補者名 林　　 明 　

03年 第４区計 13,471 7.1% 13,706 7.2% 5,533 2.9%
候補者名 林　　 明 高野　

05年 第4区計 13,774 6.0% 15,961 7.0% 4,544 2.0%
候補者名 慶一郎 小原 藤

４区 09年 第4区計 70,728 30.1% 3,505 1.5% 7,270 3.1% 4,593 1.9%
候補者名 加藤勝広 慶一郎

12年 第４区計 15,390 7.4% 100,632 48.7% 5,987 2.8%
　候補者名 加藤勝広 慶一郎・荻原隆

14年 第４区計 20,063 10.6% 107,696 56.9% 4,641 2.4%
　候補者名

17年 第1区計 3,272 1.7%
　前回との比較 4,673 3.2% △ 1,369 -0.7%
候補者名 大 　　

03年 第５区計 30,770 12.5% 8,397 3.4%
候補者名 大 　　

05年 第5区計 30,407 10.2% 6,080 2.0%
候補者名 　広 　隆

５区 09年 第5区計 29,657 9.7% 4,448 1.4% 6,954 2.2%
候補者名 山 大 池田 一郎 野 久

12年 第５区計 19,512 7.4% 46,632 17.6% 43,786 16.6% 16,268 6.2% 8,711 3.2%
　候補者名 山 史 野 久 藤田

14年 第５区計 32,075 13.6% 56,647 23.9% 7,656 3.2% 27,188 11.5% 7,810 3.2%
　候補者名 山

17年 第５区計 45,497 19.6% 7,693 3.2%
　前回との比較 13,422 6.2% △ 117 0.0%

候補者名 藤井美 上田　恵子 勝又恒一郎
03年 第６区計 13,538 6.0% 15,854 7.1% 30,689 13.7% 4,715 2.1%

候補者名 佐藤　　
05年 第6区計 21,146 8.6% 9,127 3.6%

候補者名 藤井美 島 也
６区 09年 第6区計 22,464 8.8% 5,790 2.3% 7,604 2.9%

　候補者名 藤井 青柳陽一郎
12年 第6区計 16,369 7.4% 69,511 31.6% 9,225 4.0%

　候補者名 青柳陽一郎
14年 第6区計 23,013 11.6% 52,368 26.5% 8,198 4.0%

　候補者名 田 一
17年 第６区計 24,424 12.6% 6,658 3.3%

　前回との比較 △ 27,944 -13.9% △ 1,540 -0.7%

　 効票
日本 の
14年 の党

日本 党 民主党
の党

14年・ の党
日本 の党
14年・ の党

の の党

（ ）第 回衆議院総選挙（小選挙区） 神奈川県内選挙結 比 表

党 名区分 投票者 投票 有 投票

開票区名 票 票 票 票 票 票 票 票 票

03年 小選挙区 計 6 977 974 4 031 631 57.78 3 919 856 1 726 125 44.0 1 526 057 38.9 82 268 2.1
全 05年 小選挙区 計 7 079 406 4 748 564 67.08 4 651 413 2 435 656 52.4 1 564 457 33.6 123 040 2.6

09年 小選挙区 計 7 276 981 4 967 216 68.26 4 869 354 1 778 461 36.5 2 328 108 47.8 94 941 1.9
12年 小選挙区 計 7 342 072 4 395 414 59.87 4 254 398 1 761 971 41.4 837 909 19.7 82 147 1.9
14年 小選挙区 計 7 386 868 3 980 246 53.88 3 855 817 1 852 678 48.0 624 606 16.2 78 746 2.0
17年 小選挙区 計 7 613 730 3 957 009 51.97 3 859 121 1 835 594 47.6 843 640 21.9 452 890 11.7 82 788 2.2

　前回との比 226 862 23 237 1.91 3 304 17 084 0.5 219 034 5.7 4 042 0.1

候補者名 本　 藤 一郎
03年 第 区計 405 074 240 118 59.28 234 934 111 730 47.6 97 630 41.6

候補者名 本　 藤 一郎
05年 第1区計 413 952 282 349 68.21 277 519 161 702 58.3 95 601 34.4

候補者名 本　 中
区 09年 第1区計 420 265 286 399 68.15 281 178 117 840 41.9 135 211 48.1

候補者名 本　 中
12年 第1区計 418 323 252 068 60.26 245 733 101 238 41.2 50 927 20.7

　候補者名 本　
14年 第1区計 418 500 225 086 53.78 217 370 113 844 52.4

　候補者名 本　 長 一由 原　豪
17年 第1区計 427 736 220 248 51.49 215 522 103 070 47.8 34 433 16.0 78 019 36.2

　前回との比 9 236 4 838 2.29 1 848 10 774 4.6

候補者名 　 義 大出　　
03年 第 区計 411 305 238 818 58.05 231 898 115 495 49.8 93 406 40.3

候補者名 　　義 大出　　
05年 第2区計 416 854 280 387 67.26 274 118 160 111 58.4 91 723 33.5

候補者名 　義 三
区 09年 第2区計 424 028 289 602 68.30 284 358 132 270 46.5 131 722 46.3

候補者名 　義 三
12年 第 区計 424 090 251 215 59.24 238 289 138 040 57.9 71 302 29.9

　候補者名 　義
14年 第 区計 423 383 225 923 53.36 217 214 147 087 67.7

　候補者名 　義 野枝
17年 第 区計 430 845 219 490 50.94 215 743 123 218 57.1 28 635 13.3 47 191 21.9

　前回との比 7 462 6 433 2.42 1 471 23 869 10.6

候補者名 小 郎 加藤　
03年 第３区計 389 796 213 241 54.71 206 717 91 207 44.1 81 996 39.7

候補者名 小 郎 加藤　
05年 第３区計 396 711 253 530 63.91 247 810 131 831 53.2 76 625 30.9

候補者名 小 郎 本
３区 09年 第3区計 407 479 265 185 65.08 259 755 89 588 34.5 125 856 48.5

　候補者名 小 郎 勝 一郎
12年 第３区計 413 592 237 614 57.45 231 095 85 451 37.0 34 738 15.0

　候補者名 小 郎 勝 一郎
14年 第３区計 419 186 212 297 50.64 203 891 102 323 50.2 50 199 24.6

　候補者名 小 郎 勝 一郎
17年 第３区計 433 774 207 608 47.86 201 408 101 157 50.2 46 284 23.0

　前回との比 14 588 4 689 2.8 2 483 1 166 0.0 3 915 1.6

候補者名 　　 大石　
03年 第 区計 321 246 196 491 61.17 190 958 74 266 38.9 89 515 46.9

候補者名 　　　 大石　
05年 第4区計 326 976 232 223 71.02 227 679 119 618 52.5 78 326 34.4

候補者名 　　 長 一由
区 09年 第4区計 331 102 239 184 72.24 234 591 64 006 27.3 89 082 38.0

候補者名 山本 原 宏
12年 第 区計 329 966 212 573 64.42 206 586 57 542 27.9 33 022 16.0

　候補者名 山本
14年 第 区計 327 687 193 879 59.17 189 238 61 479 32.5

　候補者名 山本 間法
17年 第 区計 332 192 196 118 59.04 192 833 55 700 28.9 18 618 9.7 67 020 34.8

　前回との比 4 505 2 239 0.13 3 595 5 779 3.6

候補者名 　　学 中
03年 第 区計 427 433 254 585 59.56 246 188 91 513 37.2 123 905 50.3

候補者名 　　学 中　
05年 第5区計 435 029 302 920 69.63 296 840 151 617 51.1 114 816 38.7

候補者名 　学 中
区 09年 第5区計 447 549 313 855 70.13 306 901 116 468 37.9 156 328 50.9

候補者名 　学 中
12年 第 区計 448 705 273 199 60.89 264 488 107 796 40.8 30 494 11.5

　候補者名 　学
14年 第 区計 450 157 244 339 54.28 236 529 112 963 47.8

　候補者名 　　学 憲史
17年 第 区計 462 505 240 344 51.97 232 650 120 068 51.6 67 085 28.8

　前回との比 12 348 3 995 2.3 3 879 7 105 3.8

候補者名 池 上 　　
03年 第 区計 373 824 228 797 61.20 224 082 81 733 36.5 82 268 36.7

候補者名 池 　 上 　　
05年 第6区計 372 012 255 742 68.75 246 615 102 429 41.5 123 040 49.9

候補者名 池 上 　　
区 09年 第6区計 374 762 262 991 70.18 255 387 132 192 51.8 94 941 37.2

　候補者名 池 上 　
12年 第6区計 373 384 229 071 61.35 219 846 51 819 23.6 82 147 37.4

　候補者名 三 上 　
14年 第6区計 373 105 205 789 55.16 197 591 43 464 22.0 78 746 39.9

　候補者名 一郎 上 　
17年 第 区計 382 061 200 163 52.39 193 503 86 291 44.6 82 788 42.8

　前回との比 8 956 5 626 2.8 4 088 42 827 22.6 4 042 2.9

立憲民主党当日有権者 自由民主党 民主党 希望の党 公明党

2014 年選挙前にみんなの党・日本未来の党は解党したので、適宜同一欄にその後結党した党を記入し、前回との比較はできない。

その他の党は、　05 年新党日本、09 年以降幸福実現党

特集　2017総選挙の結果をよむ 資料編　41



党派名区分 投票者数 投票率 有効投票

開票区名 得票数 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率
候補者名 木　恒 藤　 彦

03年 第 区計 373,466 212,317 56.85% 207,132 93,857 45.3% 96,479 46.6%
候補者名 木　恒 藤　 彦

05年 第7区計 385,181 259,769 67.44% 254,781 145,371 57.1% 92,721 36.4%
候補者名 木 藤 彦

区 09年 第 区計 411,728 282,016 68.50% 274,645 109,544 39.9% 157,070 57.2%
候補者名 木 藤 彦

12年 第 区計 425,283 258,570 60.80% 251,423 105,920 42.1% 53,958 21.5%
　候補者名 木 中 一

14年 第 区計 433,936 233,789 53.88% 227,787 101,088 44.4% 50,511 22.2%
　候補者名 木 川野　 中 一

17年 第 区計 434,882 224,374 51.59% 219,828 103,324 47.0% 28,685 13.1% 87,819 40.0%
　前回との比較 8,653 △ 24,781 △ 0 △ 23,636 △ 4,832 2.3% △ 3,447 0.7%

候補者名 吉田　隆 　
03年 第8区計 354,469 212,877 60.06% 208,769 39,434 18.9% 80,752 38.7%

候補者名 田
05年 第8区計 363,051 255,984 70.51% 252,935 74,399 29.4% 78,860 31.2%

候補者名 田 山 　
区 09年 第8区計 376,393 266,575 70.82% 262,023 54,480 20.8% 74,544 28.4%

候補者名 田 藤久美子
12年 第 区計 382,436 240,936 63.00% 235,232 60,643 25.8% 33,769 14.4%

　候補者名 田
14年 第 区計 386,783 218,884 56.59% 213,245 73,032 34.2%

　候補者名 三 英
17年 第 区計 420,568 225,392 53.59% 220,158 74,119 33.7%

　前回との比較 33,785 6,508 -3.00% 6,913 1,087 -0.5%
候補者名 中 　　 　 史

03年 第 区計 277,264 160,599 57.92% 156,152 57,457 36.8% 78,590 50.3%
候補者名 山内　 一 　 史

05年 第9区計 281,203 189,496 67.39% 186,187 86,673 46.6% 82,878 44.5%
候補者名 中山 宏 　 史

区 09年 第 区計 299,255 204,855 68.45% 200,210 49,274 24.6% 127,219 63.5%
候補者名 中山 宏 　 史

12年 第 区計 303,887 188,749 62.11% 183,045 58,370 31.9% 67,448 36.8%
　候補者名 中山 宏 　 史

14年 第 区計 307,305 174,110 56.66% 170,421 59,991 35.2% 64,534 37.9%
　候補者名 中山 宏 　 史

17年 第 区計 327,305 180,171 55.05% 175,640 70,819 40.3% 72,531 41.3%
　前回との比較 20,000 6,061 -1.61% 5,219 10,828 5.1% 7,997 3.4%

候補者名 田中　和 計 　 宏
03年 第１ 区計 443,574 246,726 55.62% 238,521 114,766 48.1% 89,752 37.6%

候補者名 田中　和 計 　 宏
05年 第10区計 453,007 291,800 64.41% 284,666 160,669 56.4% 89,025 31.3%

候補者名 田中　和 島　
10区 09年 第10区計 484,482 317,163 65.46% 310,442 118,641 38.2% 152,921 49.3%

候補者名 田中和 島
12年 第10区計 492,394 288,146 58.52% 280,237 104,994 37.5% 61,255 21.9%

　候補者名 田中和 島
14年 第10区計 440,652 228,589 51.88% 219,486 114,564 52.2% 66,897 30.5%

　候補者名 田中和 川 子
17年 第10区計 457,843 228,064 49.81% 221,182 113,824 51.5% 58,053 26.3%

　前回との比較 17,191 △ 525 -2.07% 1,696 △ 740 -0.7% △ 8,844 -4.2%
候補者名 小 純一郎 木　

03年 第１１区計 398,912 238,996 59.91% 234,296 174,374 74.4% 46,290 19.8%
候補者名 小 純一郎　 藤　　 　　

05年 第11区計 397,948 272,431 68.46% 269,314 197,037 73.2% 50,551 18.8%
候補者名 小 郎 勝

11区 09年 第11区計 394,396 268,666 68.12% 264,330 150,893 57.1% 96,631 36.6%
候補者名 小 郎 林　公 郎

12年 第11区計 389,013 238,055 61.19% 230,854 184,360 79.9% 25,134 10.9%
　候補者名 小 郎

14年 第11区計 384,363 209,494 54.50% 202,883 168,953 83.3%
　候補者名 小 郎

17年 第11区計 386,677 201,511 52.11% 198,351 154,761 78.0% 18,583 9.4%
　前回との比較 2,314 △ 7,983 -2.39% △ 4,532 △ 14,192 -5.3%

候補者名 井　 三 中 　一宏
03年 第１２区計 351,527 198,771 56.55% 192,444 73,767 38.3% 75,826 39.4%

候補者名 井　 三 中 　一宏
05年 第12区計 356,138 236,259 66.34% 232,107 108,898 46.9% 75,865 32.7%

候補者名 井  三 中 一宏
12区 09年 第12区計 367,535 245,080 66.68% 240,890 69,524 28.9% 110,532 45.9%

候補者名 野 中 一宏
12年 第12区計 375,902 221,321 58.88% 215,747 73,476 34.1% 47,834 22.2%

候補者名 野 子
14年 第12区計 379,426 202,545 53.38% 196,336 83,327 42.4% 82,612 42.1%

　候補者名 野 原　 子
17年 第12区計 395,393 204,326 51.68% 200,326 83,924 41.9% 29,852 14.9% 86,550 43.2%

　前回との比較 15,967 1,781 -1.70% 3,990 597 -0.5% △ 52,760 -27.2% 3,938 1.1%

民主党 ⑰希望の党 立憲民主党 公明党当日有権
者数

自由民主党
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党派名区分

開票区名 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 効数 効率
候補者名 松 　 子

03年 第 区計 16,796 8.1% 5,185 2.5%
候補者名 比 　 一

05年 第7区計 16,689 6.6% 4,988 1.9%
候補者名 石井　

区 09年 第 区計 7,731 2.8% 7,371 2.6%
候補者名 比 一 田中 子 山 　

12年 第 区計 12,422 4.9% 58,380 23.2% 20,743 8.3% 7,147 2.8%
　候補者名 大山奈 子 田有希 松田　学

14年 第 区計 26,151 11.5% 39,964 17.5% 10,073 4.4% 6,002 2.6%
　候補者名

17年 第 区計 4,544 2.0%
　前回との比較 △ 1,458 -0.6%

候補者名 山中　 田　憲
03年 第8区計 9,801 4.7% 78,782 37.7% 4,108 2.0%

候補者名 山中　 田　憲
05年 第8区計 11,578 4.6% 88,098 34.8% 3,049 1.2%

候補者名 田憲 小島
区 09年 第8区計 128,753 49.1% 4,246 1.6% 4,552 1.7%

候補者名 　　 田憲
12年 第 区計 13,526 5.8% 127,294 54.1% 5,704 2.4%

　候補者名 林 久 田憲
14年 第 区計 24,024 11.3% 116,189 54.5% 5,639 2.6%

　候補者名 加藤 大 恒 田　憲
17年 第 区計 21,241 9.7% 5,518 2.5% 119,280 54.2% 5,231 2.3%

　前回との比較 △ 2,783 -1.6% 3,091 -0.3% △ 408 -0.3%
候補者名 下　　元 小林　

03年 第 区計 14,409 9.2% 5,696 3.6% 4,447 2.8%
候補者名 下　　元

05年 第9区計 16,636 8.9% 3,309 1.7%
候補者名 川 小 藤

区 09年 第 区計 16,239 8.1% 3,055 1.5% 4,423 2.2% 4,645 2.3%
候補者名 　　望 名　　

12年 第 区計 15,773 8.6% 41,454 22.6% 5,704 3.0%
　候補者名 　望 名　

14年 第 区計 18,134 10.6% 27,762 16.3% 3,689 2.1%
　候補者名 藤　

17年 第 区計 32,290 18.4% 4,518 2.5%
　前回との比較 14,156 7.8% 829 0.4%

候補者名 木　　隆
03年 第１ 区計 34,003 14.3% 8,205 3.4%

候補者名 木　　隆
05年 第10区計 34,971 12.3% 7,134 2.4%

候補者名 木　　隆 島 隆一
10区 09年 第10区計 33,134 10.7% 5,746 1.9% 6,721 2.1%

候補者名 中野 石川 久 久 英一郎
12年 第10区計 25,310 9.0% 44,185 15.8% 44,493 15.9% 7,909 2.7%

　候補者名 中野
14年 第10区計 38,025 17.3% 9,103 4.0%

　候補者名 野 枝
17年 第10区計 49,305 22.3% 6,871 3.0%

　前回との比較 11,280 5.0% △ 2,232 -1.0%
候補者名 　和

03年 第１１区計 13,632 5.8% 4,700 2.0%
候補者名 　和 木 ・三上 三

05年 第11区計 11,377 4.2% 10,349 3.8% 3,117 1.1%
候補者名 子 川 久 田吉

11区 09年 第11区計 12,601 4.8% 2,375 0.9% 1,830 0.7% 4,336 1.6%
候補者名 田

12年 第11区計 17,740 7.7% 3,620 1.6% 7,201 3.0%
　候補者名 和

14年 第11区計 33,930 16.7% 6,611 3.2%
　候補者名 和

17年 第11区計 21,874 11.0% 3,145 1.6%
　前回との比較 △ 12,056 -5.7% △ 3,466 -1.6%

候補者名 高松 　 子 木　 一
03年 第１２区計 11,280 5.9% 26,954 14.0% 4,617 2.4% 6,327 3.3%

候補者名 上　 　 子
05年 第12区計 12,211 5.3% 35,133 15.1% 4,152 1.8%

候補者名 　 子   子 山田　
12区 09年 第12区計 11,240 4.7% 47,538 19.7% 2,056 0.9% 4,190 1.7%

候補者名 上 和彦 子
12年 第12区計 10,871 5.0% 32,590 15.1% 50,976 23.6% 5,574 2.5%

候補者名 村 郎 和彦
14年 第12区計 16,189 8.2% 14,208 7.2% 6,209 3.1%

　候補者名
17年 第12区計 3,977 2.0%

　前回との比較 △ 2,232 -1.1%

田吉 ・ 本

の の党日本 党
日本 の
14年 の党

民主党
の党

14年・ の党
日本 の党
14年・ の党

　 効票

2014 年選挙前にみんなの党・日本未来の党は解党したので、適宜同一欄にその後結党した党を記入し、前回との比較はできない。

その他の党は、　05 年新党日本、09 年以降幸福実現党
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党派名区分 投票者数 投票率 有効投票

開票区名 得票数 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率
候補者名 　　明 田　

03年 第１３区計 437,761 253,748 57.96% 244,923 139,236 56.8% 86,256 35.2%
候補者名 　　明 田　

05年 第13区計 443,977 292,315 65.84% 285,438 174,361 61.1% 88,170 30.9%
候補者名 　明 　

13区 09年 第13区計 453,308 305,272 67.34% 299,577 136,164 45.5% 138,104 46.1%
候補者名 　明 　

12年 第13区計 461,285 267,413 57.97% 260,081 111,733 43.0% 38,637 14.9%
　候補者名 　明

14年 第13区計 463,907 242,587 52.29% 235,156 142,201 60.5%
　候補者名 　明 　　

17年 第13区計 460,572 233,351 50.67% 226,620 127,214 56.1% 62,779 27.7%
　前回との比較 △ 3,335 △ 9,236 -1.62% △ 8,536 △ 14,987 -4.4%

候補者名 中本　 藤井　 久
03年 第１４区計 411,851 228,394 55.46% 221,565 81,794 36.9% 97,214 43.9%

候補者名 間　 郎 藤井　 久
05年 第14区計 418,553 272,354 65.07% 266,391 135,719 50.9% 107,608 40.4%

候補者名 間 郎 本村 郎
14区 09年 第14区計 430,105 290,123 67.45% 284,569 104,631 157,644

候補者名 間 郎 本村 郎
12年 第14区計 437,769 259,867 59.36% 253,475 100,494 39.6% 65,832 26.0%

　候補者名 間 郎 本村 郎
14年 第14区計 443,923 238,961 53.83% 231,704 109,408 47.2% 83,485 36.0%

　候補者名 間 郎 本村 郎
17年 第14区計 453,812 234,313 51.63% 227,941 105,953 46.5% 94,348 41.4%

　前回との比較 9,889 △ 4,648 -2.20% △ 3,763 △ 3,455 -0.7% 10,863 5.4%
候補者名 野　 郎 井　 彦

03年 第１５区計 441,394 255,216 57.82% 248,718 148,955 59.9% 76,967 30.9%
候補者名 野　 郎 勝又恒一郎

05年 第15区計 446,440 297,908 66.73% 292,399 186,770 63.9% 83,490 28.6%
候補者名 野 郎 勝又恒一郎

15区 09年 第１５区計 454,639 311,163 68.44% 307,011 163,470 53.2% 124,414 40.5%
候補者名 野 郎

12年 第15区計 456,520 259,946 56.94% 240,802 192,604 80.0%
　候補者名 野 郎

14年 第15区計 456,896 240,998 52.57% 232,667 155,388 66.8%
　候補者名 野 郎 木

17年 第15区計 469,287 241,134 51.38% 236,051 159,647 67.6% 38,162 16.2%
　前回との比較 12,391 136 -1.19% 3,384 4,259 0.8%

候補者名 井　 長田　英
03年 第１６区計 420,308 232,852 55.40% 225,911 125,067 55.4% 82,967 36.7%

候補者名 井　 長田　英
05年 第16区計 424,331 274,822 64.77% 268,763 159,268 59.3% 87,991 32.7%

候補者名 井 郎 藤 一
16区 09年 第16区計 430,198 290,845 67.61% 285,228 113,341 39.7% 167,721 58.8%

候補者名 義 藤 一
12年 第16区計 431,606 250,363 58.01% 243,391 98,958 40.7% 90,881 37.3%

　候補者名 義 藤 一
14年 第16区計 432,822 231,153 53.41% 224,986 101,627 45.2% 103,116 45.8%

　候補者名 義 藤 一
17年 第16区計 468,685 241,669 51.56% 235,563 110,508 46.9% 96,128 40.8%

　前回との比較 35,863 10,516 -1.85% 10,577 8,881 1.7% △ 6,988 -5.0%
候補者名 野　 　

03年 第１ 区計 422,156 242,801 57.51% 235,796 135,206 57.3% 81,900 34.7%
候補者名 野　 　

05年 第17区計 424,037 285,906 67.42% 279,843 169,825 60.7% 89,901 32.1%
候補者名 島 神山

17区 09年 第17区計 427,538 298,113 69.73% 292,432 105,806 36.2% 139,678 47.8%
候補者名 島 神山

12年 第17区計 426,043 258,335 60.64% 252,871 98,019 38.8% 46,654 18.4%
　候補者名 島 神山

14年 第17区計 425,376 228,432 53.70% 221,894 118,537 53.4% 79,788 36.0%
　候補者名 島 神山

17年 第17区計 430,786 233,878 54.29% 228,208 117,003 51.3% 83,407 36.6%
　前回との比較 5,410 5,446 0.59% 6,314 △ 1,534 -2.1% 3,619 0

候補者名 山 大 郎 高　　
03年 第１ 区計 316,614 176,284 55.68% 170,852 58,001 33.9% 64,879 38.0%

候補者名 山 大 郎 高　　
05年 第18区計 324,006 212,369 65.54% 208,009 111,787 53.7% 77,877 37.4%

候補者名 山 大 郎 高　
18区 09年 第18区計 342,219 229,744 67.13% 225,826 82,221 36.4% 110,239 48.8%

候補者名 山 大 郎
12年 第18区計 351,874 207,973 59.10% 201,204 82,333 40.9% 34,205 17.0%

　候補者名 山 大 郎
14年 第18区計 419,361 223,691 53.34% 217,419 86,869 40.0%

　候補者名 山 大 郎 三村和也
17年 第18区計 438,807 224,855 51.24% 217,594 111,285 51.1% 66,057 30.4%

　前回との比較 19,446 1,164 -2.10% 175 24,416 11.1%

当日有権
者数

自由民主党 民主党 ⑰希望の党 立憲民主党 公明党
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党派名区分

開票区名 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 効数 効率
候補者名 井　

03年 第１３区計 19,431 7.9% 8,825 3.6%
候補者名 藤　 明

05年 第13区計 22,907 8.0% 6,877 2.4%
候補者名 藤 木

13区 09年 第13区計 18,721 6.2% 6,588 2.2% 5,695 1.9%
候補者名 勝 田 菅原

12年 第13区計 15,131 5.8% 43,754 16.8% 50,826 19.5% 7,332 2.7%
　候補者名 高久 美 藤

14年 第13区計 34,014 14.5% 58,941 25.1% 7,431 3.1%
　候補者名 岡 　

17年 第13区計 36,627 16.2% 6,729 2.9%
　前回との比較 2,613 1.7% △ 702 -0.2%

候補者名 藤原　 明 原　　陽子 　一
03年 第１４区計 14,915 6.7% 26,508 12.0% 1,134 0.5% 6,829 3.1%

候補者名 藤原　 明
05年 第14区計 23,064 8.7% 5,963 2.2%

候補者名 間 子 石川 吉田隆
14区 09年 第14区計 17,844 2,713 1.0% 1,737 0.6% 5,554 1.9%

候補者名 中本 井 也 松本
12年 第14区計 14,549 5.7% 39,141 15.4% 6,306 2.5% 27,153 10.7% 6,392 2.5%

　候補者名 中野 　 中本
14年 第14区計 22,720 9.8% 16,091 6.9% 7,257 3.0%

　候補者名 中野 　
17年 第14区計 27,640 12.1% 6,366 2.7%

　前回との比較 4,920 2.3% △ 891 -0.3%
候補者名 吉田　 　　

03年 第１５区計 16,122 6.5% 6,674 2.7% 6,498 2.6%
候補者名 　 也

05年 第15区計 22,139 7.6% 5,509 1.8%
候補者名 也 田勇

15区 09年 第１５区計 15,786 5.1% 3,341 1.1% 4,152 1.3%
候補者名 由

12年 第15区計 48,198 20.0% 19,144 7.4%
　候補者名 上 池田 一郎

14年 第15区計 38,068 16.4% 39,211 16.9% 8,331 3.5%
　候補者名 佐 木

17年 第15区計 38,242 16.2% 5,078 2.1%
　前回との比較 △ 10,130 -3.7% △ 3,253 -1.4%

候補者名 山　
03年 第１６区計 17,877 7.9% 6,941 3.1%

候補者名 山　
05年 第16区計 21,504 8.0% 6,059 2.2%

候補者名 吉
16区 09年 第16区計 4,166 1.5% 5,617 1.9%

候補者名 池田 英 山
12年 第16区計 15,494 6.4% 38,058 15.6% 6,972 2.8%

　候補者名 池田 英
14年 第16区計 20,243 9.0% 6,167 2.7%

　候補者名 池田 英
17年 第16区計 28,927 12.3% 6,105 2.5%

　前回との比較 8,684 3.3% △ 62 -0.2%
候補者名 木 三郎

03年 第１ 区計 18,690 7.9% 7,005 3.0%
候補者名 木 三郎

05年 第17区計 20,117 7.2% 6,063 2.1%
候補者名 中野 子 井上義

17区 09年 第17区計 4,067 1.4% 42,881 14.7% 5,681 1.9%
候補者名 田英 井上義 木 一

12年 第17区計 9,848 3.9% 54,337 21.5% 44,013 17.4% 5,464 2.1%
　候補者名 吉田

14年 第17区計 23,569 10.6% 6,538 2.9%
　候補者名 田英

17年 第17区計 27,798 12.2% 5,662 2.4%
　前回との比較 4,229 1.6% △ 876 -0.5%

候補者名 田　 村　英明 小川・ 田・
03年 第１ 区計 13,084 7.7% 5,610 3.3% 29,278 17.1% 5,432 3.2%

候補者名 田　
05年 第18区計 18,345 8.8% 4,360 2.1%

候補者名 田 藤 郎
18区 09年 第18区計 15,832 7.0% 14,325 6.3% 3,918 1.7%

候補者名 山 子 川 郎 高　
12年 第18区計 15,514 7.7% 43,873 21.8% 25,279 12.6% 6,769 3.3%

　候補者名 田 村　 高　 中田　宏
14年 第18区計 24,616 11.3% 26,691 12.3% 20,105 9.2% 59,138 27.2% 6,272 2.8%

　候補者名 林 久
17年 第18区計 40,252 18.5% 7,255 3.2%

　前回との比較 15,636 7.2% 983 0.4%
の の党 　05年 党日本 09年 党

日本 党
日本 の
14年 の党

民主党
の党

14年・ の党
日本 の党
14年・ の党

の の党 　 効票

2014 年選挙前にみんなの党・日本未来の党は解党したので、適宜同一欄にその後結党した党を記入し、前回との比較はできない。

その他の党は、　05 年新党日本、09 年以降幸福実現党
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1 安倍政権の5年間　主な出 事
2012年 12月 16日

1月 22日
3月 15日
4月 4日
7月 21日
9月 7日

12月 6日
26日

4月 1日
5月 26日
6月 20日
7月 1日

10月 10日
10日
18日

12月 14日
6月 4日
8月 11日
8月 14日
9月 8日
9月 19日

5日
12日

12月 2日
28日
29日
26日
27日

6月 1日
7月 10日
8月 8日

12月 27日
1月 10日
2月 9日
3月 27日

3日
16日
9日

15日
7月 28日
8月 3日
9月 25日

2017年

トラ 大 が 任後、 の日 首 会談
学 への国有 問題が発

加計学 の 学部新設問題をめぐり、事 者選定への 与が国会 議に

衛相が 日報問題で 任。第2次安倍政権発足後、閣 任は6人
第三次安倍内閣第三次改造内閣発足
安倍首相が臨時国会冒頭の衆院解散を表明

5月
安倍首相が9条を 憲法改正 を ッセー で表明、2020年 行に言
加計学 の 学部新設をめぐり「総理の 意向」などと書かれた 書が表 化

6月
の を実 する特例法成立

「共 」法が成立。 員会 決を して 決を強行

2016年

1月
経 再生相が 受疑惑を受けて 任

集団 自衛権を行 にする安全保 連法が成立。国会前などで 議 動

10月
が大 合意

長 志 知事が 野 め立ての承認 り消し

安倍首相が消費税の再 長を表明
参院選で自公が改選議席の を 。改憲 力は参院全体で3分の2

が の意向が強 に こと を表明

日 が の ス 政策 入を決定

5月
志 ット

大 が 市の 記 公 を 問

首相が 国 の 問

安倍内閣が戦後70年の「安倍談話」を閣議決定
自民党総 選で安倍氏が無投票で再選

衆院選で自公が3分の2を え 勝。第3次安倍内閣細 （12 24）

2015年

衆院憲法審 会で憲法学者3人が安全保 連法を憲法 反と
内原発 1 が再 。2年 りで「原発ゼロ」が わる

2014年

消費税を8 に引き上げ
日 務 局長協議開 。 者再調 実 で合意

日 首 会談。 安 問題に する日 合意

11月
第二次安倍政権発足後 の日中首 会談
消費税増税の 送りの を問うとして衆院解散を表明

政 が 野談話 成を した報 書を公表
集団 自衛権の行 を認める う憲法解 を える閣議決定
小 経産相と どり法相が る 任

衆院選で自公が 勝。政権 代で第2次安倍政権発足（12 26）

2013年

政 と日 が共 声明。物価 2 を明記

東京が2020年 期 の開 都市に決定
特定 保 法 が成立。衆参で強行 決
首相が 国 社参

首相が 経 連携協定（ の 参加を表明
日 が 次 の 策を決定
参院選で自公が 勝、衆参で に

資料 3

2000（ 12） の 選挙の結果 表　 の１

自民 271 177 56 233 48.5  38 自民 108 44 20 64 47 111 44.9 3

民主 95 80 47 127 26.5 32 民主 56 18 8 26 33 59 23.9 3

公明 42 7 24 31 6.5  11 公明 23 5 8 13 10 23 9.3 0

共産 26 0 20 20 4.2  6 共産 23 1 4 5 15 20 8.1  3

社民 14 4 15 19 4.0 5 社民 12 0 3 3 5 8 3.2  4

自 18 4 18 22 4.6 4 自 5 2 4 6 2 8 3.2 3

無所属の 4 5 0 5 1.0 1 無所属の 4 0 0 4 4 1.6 0

18 7 0 7 1.5  11 7 1 1 4 5 2.0  2

の 5 1 0 1 0.2  4 の 2 0 1 1 0.4  1

無所属 6 15 0 15 3.1 9 無所属 10 3 3 5 8 3.2  2

　 計 499 300 180 480 100.0  19 　 計 250 73 48 121 126 247 100.0  3

欠員１ 内 小 内

第42回衆院選　 第19回参院選　　 １ ７

当選者数 当選者数

選挙区 比例 計 選挙区 比例 計

選挙前
議席

選議 減
選挙前
議席

選
議席

新勢力 議席 減

1 安倍政権の5年間　主な出 事
2012年 12月 16日

1月 22日
3月 15日
4月 4日
7月 21日
9月 7日

12月 6日
26日

4月 1日
5月 26日
6月 20日
7月 1日

10月 10日
10日
18日

12月 14日
6月 4日
8月 11日
8月 14日
9月 8日
9月 19日

5日
12日

12月 2日
28日
29日
26日
27日

6月 1日
7月 10日
8月 8日

12月 27日
1月 10日
2月 9日
3月 27日

3日
16日
9日

15日
7月 28日
8月 3日
9月 25日

2017年

トラ 大 が 任後、 の日 首 会談
学 への国有 問題が発

加計学 の 学部新設問題をめぐり、事 者選定への 与が国会 議に

衛相が 日報問題で 任。第2次安倍政権発足後、閣 任は6人
第三次安倍内閣第三次改造内閣発足
安倍首相が臨時国会冒頭の衆院解散を表明

5月
安倍首相が9条を 憲法改正 を ッセー で表明、2020年 行に言
加計学 の 学部新設をめぐり「総理の 意向」などと書かれた 書が表 化

6月
の を実 する特例法成立

「共 」法が成立。 員会 決を して 決を強行

2016年

1月
経 再生相が 受疑惑を受けて 任

集団 自衛権を行 にする安全保 連法が成立。国会前などで 議 動

10月
が大 合意

長 志 知事が 野 め立ての承認 り消し

安倍首相が消費税の再 長を表明
参院選で自公が改選議席の を 。改憲 力は参院全体で3分の2

が の意向が強 に こと を表明

日 が の ス 政策 入を決定

5月
志 ット

大 が 市の 記 公 を 問

首相が 国 の 問

安倍内閣が戦後70年の「安倍談話」を閣議決定
自民党総 選で安倍氏が無投票で再選

衆院選で自公が3分の2を え 勝。第3次安倍内閣細 （12 24）

2015年

衆院憲法審 会で憲法学者3人が安全保 連法を憲法 反と
内原発 1 が再 。2年 りで「原発ゼロ」が わる

2014年

消費税を8 に引き上げ
日 務 局長協議開 。 者再調 実 で合意

日 首 会談。 安 問題に する日 合意

11月
第二次安倍政権発足後 の日中首 会談
消費税増税の 送りの を問うとして衆院解散を表明

政 が 野談話 成を した報 書を公表
集団 自衛権の行 を認める う憲法解 を える閣議決定
小 経産相と どり法相が る 任

衆院選で自公が 勝。政権 代で第2次安倍政権発足（12 26）

2013年

政 と日 が共 声明。物価 2 を明記

東京が2020年 期 の開 都市に決定
特定 保 法 が成立。衆参で強行 決
首相が 国 社参

首相が 経 連携協定（ の 参加を表明
日 が 次 の 策を決定
参院選で自公が 勝、衆参で に

資料 4 2000（ 12） の 選挙の結果 表　 の１

自民 271 177 56 233 48.5  38 自民 108 44 20 64 47 111 44.9 3

民主 95 80 47 127 26.5 32 民主 56 18 8 26 33 59 23.9 3

公明 42 7 24 31 6.5  11 公明 23 5 8 13 10 23 9.3 0

共産 26 0 20 20 4.2  6 共産 23 1 4 5 15 20 8.1  3

社民 14 4 15 19 4.0 5 社民 12 0 3 3 5 8 3.2  4

自 18 4 18 22 4.6 4 自 5 2 4 6 2 8 3.2 3

無所属の 4 5 0 5 1.0 1 無所属の 4 0 0 4 4 1.6 0

18 7 0 7 1.5  11 7 1 1 4 5 2.0  2

の 5 1 0 1 0.2  4 の 2 0 1 1 0.4  1

無所属 6 15 0 15 3.1 9 無所属 10 3 3 5 8 3.2  2

　 計 499 300 180 480 100.0  19 　 計 250 73 48 121 126 247 100.0  3

欠員１ 内 小 内

第42回衆院選　 第19回参院選　　 １ ７

当選者数 当選者数

選挙区 比例 計 選挙区 比例 計

選挙前
議席

選議 減
選挙前
議席

選
議席

新勢力 議席 減
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自民 247 168 69 237 49.4  10 自民 116 34 15 49 66 115 47.5  1

民主 137 105 72 177 36.9 40 民主 70 31 19 50 32 82 33.9 12

公明 31 9 25 34 7.1 3 公明 23 3 8 11 13 24 9.9 1

共産 20 0 9 9 1.9  11 共産 20 0 4 4 5 9 3.7  11

社民 18 1 5 6 1.3  12 社民 5 0 2 2 3 5 2.1 0

無所属の 5 1 0 1 0.2  4 0.0 0

9 4 0 4 0.8  5 0.0 0

の 1 1 0 1 0.2 0 の 1 0 0 0.0  1

無所属 7 11 0 11 2.3 4 無所属 6 5 5 2 7 2.9 1

　 計 475 300 180 480 100.0 5 　 計 241 73 48 121 121 242 100.0 1

欠員　5 小 内 欠員　1 小 内

自民 212 219 77 296 61.7 84 自民 110 23 14 37 46 83 34.3  27

民主 177 52 61 113 23.5  64 民主 81 40 20 60 49 109 45.0 28

公明 34 8 23 31 6.5  3 公明 23 2 7 9 11 20 8.3  3

共産 9 0 9 9 1.9 0 共産 9 0 3 3 4 7 2.9  2

社民 5 1 6 7 1.5 2 社民 6 0 2 2 3 5 2.1  1

民新 4 2 2 4 0 民新 4 1 1 2 2 4 1.7 0

新党日 3 0 1 1 0.2  2 新党日 1 1 1 1 0.4 0

の 1 1 1 0.2 0 の 1 1 0.4 1

無所属 32 18 18 3.8  14 無所属 6 7 7 5 12 5.0 6

　 計 477 300 0 480 100.0 3 　 計 240 73 48 121 121 242 100.0 2

欠員　3 小 内 欠員　2 第1 内

自民 300 64 55 119 24.8  181 自民 71 39 12 51 33 84 34.7 13

民主 115 221 87 308 64.2 193 民主 116 28 16 44 62 106 43.8  10

公明 31 0 21 21 4.4  10 公明 21 3 6 9 10 19 7.9  2

4 2 3 5 1 3 7 10 1 11 4.5 10

共産 9 0 9 9 1.9 0 共産 7 0 3 3 3 6 2.5  1

社民 7 3 4 7 1.5 0 社民 5 0 2 2 2 4 1.7  1

民新 4 3 0 3  1 民新 6 0 0 0 3 3 1.2  3

新党日 0 1 0 1 0.2 1 新党 6 0 1 1 1 2 0.8  4

の 2 0 1 1 0.2  1 の 4 0 1 1 3 4 1.7 0

無所属 6 6 0 6 1.3 0 無所属 4 0 0 3 3 1.2  1

　 計 478 300 180 480 100.0 2 　 計 241 73 48 121 121 242 100.0 1

欠員　2 内 内 欠員　1 内

第43回衆院選　 ３ １１ 第20回参院選　　 ４ ７ １１

選挙前
議席

当選者数

選議 減
選挙前
議席

当選者数
選

議席
新勢力 議席 減

選挙区 比例 計 選挙区 比例 計

第44回衆院選　　 １ 第21回参院選　　 ７ ７

選挙前
議席

当選者数

選議 減
選挙前
議席選挙区 比例 計

当選者数
選

議席
新勢力 議席 減

選挙区 比例 計

第45回衆院選　　 ８ ３ 第22回参院選　　 １ ７ １１

選挙前
議席

当選者数

選議 減
選挙前
議席

当選者数
選

議席
新勢力 議席 減

選挙区 比例 計 選挙区 比例 計
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自民 118 237 57 294 61.3 176 自民 83 47 18 65 49 114 47.1 31

民主 230 27 30 57 11.9  173 民主 86 10 7 17 42 59 24.4  27

公明 21 9 22 31 6.5 10 公明 19 4 7 11 9 20 8.3 1

8 4 14 18 3.8 10 13 4 4 8 10 18 7.4 5

共産 9 0 8 8 1.7  1 共産 6 3 5 8 3 11 4.5 5

維新 11 14 40 54 11.3 43 維新 3 2 6 8 1 9 3.7 6

社民 5 1 1 2 0.4  3 社民 4 0 1 1 2 3 1.2  1

62 2 7 9 1.9  53 活 8 0 0 0 2 2 0.8  6

民新 2 1 0 1 0.2  1 4 0 0 0 0 0 0.0  4

の 4 0 1 1 0.2  3 の 2 1 0 1 1 2 0.8 0

無所属 9 5 5 1.0  4 無所属 9 2 2 2 4 1.7  5

　 計 479 300 180 480 100.0 1 　 計 237 73 48 121 121 242 100.0 5

欠員　1 内 第2 内 欠員　5 第2 内

第47回衆院選　　 １４ １ １４ 第24回参院選　　 １ ７ １

自民 293 293 68 290 61.1  3 自民 115 37 19 56 65 121 50.0 6

民主 62 62 35 73 15.4 11 民進 63 21 11 32 17 49 20.2  14

維新 42 42 30 41 8.6  1 公明 20 7 7 14 11 25 10.3 5

公明 31 31 26 35 7.4 4 共産 11 1 5 6 8 14 5.8 3

共産 8 8 20 21 4.4 13 維 7 3 4 7 5 12 5.0 5

社民 2 2 1 2 0.4 0 社民 3 0 1 1 1 2 0.8  1

活 5 5 0 2 0.4  3 活 3 0 1 1 1 2 0.8  1

代 19 19 0 2 0.4  17 こころ 3 0 0 0 3 3 1.2 0

0 0 0 0 0.0 0 元 3 0 0 0 2 2 0.8  1

諸派 0 0 0 0 0.0 0 2 0 0 0 0 0.0  2

無所属 17 17 0 9 1.9  8 諸派 0 0 0 0 0 0.0 0

計 479 479 180 475 100.0  4 無所属 11 4 0 4 8 12 5.0 1

欠員　1 第2 第3 内 計 241 73 48 121 121 242 100.0

第３ 内

第48回衆院選　　 １７ １

自民 284 218 66 284 61.1 0

立憲 15 18 37 55 11.8 40

希望 57 18 32 50 10.8  7

公明 34 8 21 29 6.2  5

共産 21 1 11 12 2.6  9

維新 14 3 8 11 2.4  3

社民 2 1 1 2 0.4 0

こころ 0 0 0 0.0 0

諸派 0 0 0 0 0.0 0

無所属 38 22 22 4.7  16

計 465 289 176 465 100.0

第３ 内 第３ 内

減
比例 計

第46回衆院選　　 １ １ １ 第23回参院選　　 １３ ７ １

選挙前
議席

当選者数

選議 減
選挙前
議席

当選者数
選

議席
新勢力 議席

選挙区 比例 計

選挙前
議席

当選者数

議席

選挙前
議席

当選者数
議席 減

選挙区 比例 計

選
議席

新勢力

減
選挙区 比例 計 選挙区 比例 計

選挙前
議席

当選者数

議席 減
選挙区
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 編集後記

　自民党の税制調査会が、森林整備に活用する財源としての森林環境税を2018年度の税制改正

で導入する方針を固め、税額と導入時期についての調整を進めている状況が明らかになった。

11月末現在で報道されている案は、一人当たり年間1000円を市町村の個人住民税に上乗せして

徴収し、国が市町村に配分するという内容で、導入時期は2019年ないし2024年で調整が進ん

でいるようだ。

　神奈川では、県が2007年から「水源環境保全税」、横浜市が2009年から「横浜みどり税」の

名称で、住民税に上乗せする形の超過課税を独自に実施してきており、全国でも高知県をはじ

め36府県（神奈川県以外）が森林保全などを目的とした税を導入している。これら先行する自

治体の税制については、国の森林環境税導入に際しての「すみ分け」が検討されているようだが、

そもそも自治体が徴収した個人住民税を国が配分するという制度自体が、地方分権に逆行する

設計である。森林環境税の導入については、神奈川の地から自主課税権をめぐる問題として提

起していく必要がありそうだ。
 

（谷本有美子）

巻頭言
　安倍首相は９月２８日に開会した臨時国会冒頭で、野党が審議を求めた「森友・加計

問題」には一切触れることなく、２０１９年１０月に予定される消費税率を引き上げに伴

う「教育無償化」の導入を突如打ち出し、北朝鮮問題への対処に乗じて憲法改正につ

いても「国民に問いたい」として衆議院を解散しました。まさに、「大義なき」衆議院

の解散が強行され、選挙戦がスタートしました。

　さらに公示日までの極めて短期間で、希望の党の立ち上げ、民進党と希望の党との

合流が続いたところに、小池代表による排除の論法が示されて希望の党は失速。他方

で、リベラル派の受け皿としての立憲民主党が誕生し、有権者にとっては大変わかり

づらい選挙戦となりました。

　私たち自治労神奈川県本部は、“連合推薦・支持候補の勝利に向け頑張っていく”、“比

例区では「立憲民主党」ていく”との考え方に沿って対応をしてきました。今回の衆

議院議員選挙は、多数の民意を一切無視した「安倍一強政治」から民主主義を取り戻し、

何としても改憲勢力の３分の２の議席確保を阻止するという大きな意味を持った選挙

である、と位置づけて取り組んできましたが、立憲民主党の躍進はあったものの、結

果を見れば自民党の大勝で終わりました。

　この総選挙で、憲法改正発議に必要な３分の２以上の議席を安倍政権が確保したこ

とから、これまで以上に憲法改正の問題が現実味を帯びてきました。自民党の一強体

制の継続とともに強力な政治基盤も確立されたことで、憲法審査会でも憲法改正の議

論が具体的に進められようとしています。

　専守防衛の理念のもとで自衛隊に課してきた活動範囲の制約を、国際情勢の変化を

理由にこじつけて全世界へと拡大し、日本を戦争のできる国にすることは断じて許し

てはいけません。神奈川県は沖縄県に次ぐ第２の基地県です。あらゆる戦争に反対し、

日本を戦争に加担させないためにも原子力空母の横須賀基地配備、キャンプ座間の基

地強化、オスプレイの配備などの米軍の機能強化策に反対し、相模総合補給廠の返還

や厚木基地爆音訴訟の勝利をめざすのみならず、全国の関係団体とも連携して、沖縄

における基地の縮小・国外移設・撤去にむけた運動にも取り組んで行く事が必要です。

　また、いまだ事態の収束に先の見えない取り組みが続く福島第一原子力発電所の事

故を教訓に、原発の再稼働に反対し、再生可能エネルギー政策への転換を訴えるなど、

脱原発社会の実現にむけた運動の継続も求められます。

　平和で安心して暮らせる社会を実現し、次世代の子どもや孫たちに安心して引き継

いでいくため、それら山積する政治課題は「待ったなし！」で解決しなければなりま

せん。私たちは、まさに正念場を迎えているのです。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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